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１　いらっしゃいませ




２　こちらでよろしいですか？




３　少々お待ちください。




４　お探しのものがございましたら、どうぞ、お声がけください。




５　とてもよくお似合いですよ




６　ご遠慮ください




７　ありがとうございます。またのお越しをお待ちしております。










１　いらっしゃいませ




　明瞭な視界を取るべきか、空腹を満たすことを取るべきか、それが問題だ。

　ぐーきゅるる、と鳴りっぱなしのお腹、空腹のひもじさからひとつ溜め息が零れてしまう。空いているほうの手で宥めるようにさすりながら、駅前の商店街にある少し高そうな眼鏡屋のショーウインドウの中を覗き込んだ。ガラスには、クセが出てきてしまった野暮ったい黒髪の自分が映っていた。髪、切りに行かないとなぁ。でも、そんなことを呑気に考えてる場合ではないのだけれど。

「はぁ、グラグラする」

　歪んだ眼鏡を手で押さえる。かなり湾曲しているせいで、さっきからずっと車酔いみたいな状態が続いている。正しくは眼鏡酔いになるのだろうか。

　本日、俺は職と家を失った。まさかの奈落の底。

――高峰たかみね君、お疲れ様。

　リストラされてしまったんだ。

　経営が危ないらしい、人件費削減らしい、なんて話はチラホラ小耳に挟んでいた。でも、親しい同僚がいない俺は事の詳細まではうかがい知ることができず、リストラされるのが誰なのかもわからなかった。

　どうしたものか、明日から職を探さねば、なんて思って帰宅したら――自宅アパートが真っ黒、丸焦げになっていた。煙草の消し忘れ、だそうだ。そして、俺の手元に残ったのは、財布の中にあった五千円だけだった。明日になれば、どうにかなるだろうけれど、それは明日までどうにもならないってことでもある。

「眼鏡、かぁ……」

　自宅アパートが燃えていたら、誰だって茫然自失になるだろう？　俺もそうだったわけで。愕然として立ち尽くしているところで誰かに激突され、眼鏡を落とし、その眼鏡の上に尻餅をついて壊してしまった。

　この眼鏡じゃちょっと大変だ。そのうち目を回してしまうかもしれない、と思った矢先、小さな眼鏡屋を発見した。いつもはもっと大きな眼鏡屋で安い時にパパッと買ってしまう。こんな小さな店、入ったら何か買うまで逃げられなさそうだ。あぁ、でもキャンペーン中なのか。一本五千円って安いな。でも、今の手持ちは五千円しかない。そして、この五千円で明日まで頑張らないといけない。だが、このガチャガチャに歪んだ眼鏡はずっと片手が塞がるし、何より、変だろ？　一食抜くくらいわけない。うぅ、でもお腹空いたなぁ。いっそのこと、どっちも我慢するという手も。

「はぁ」

　思わず、やるせない寂しさから溜め息がまたひとつ。

　この感じ、子どもの頃を思い出すな。

　昔から友達を作るのが苦手だった。いじめられていたわけじゃない。嫌われていたわけでもない。ただ俺の人見知りが激しい上に、ユーモアのセンスもなくて、仲良くなる方法がわからなかった。普段はそんなに気にしていないんだ。でも、ある時、急に辛くなった。悲しくて、それを誰かに訴えたいのに、伝えていい友達がいない。それもまた悲しくて。

　でも、ひとりだけ、俺をかまってくれる人がいた。

――万里ばんりのこと、僕は大好きだよ。

　クラスの人気者、幼馴染の尾野武明おのたけあき、タケちゃん。彼がそういって、ベソをかくのを堪える俺をぎゅっと抱きしめてくれた。その温かさと優しさに大号泣してしまったんだ。堰を切ったように溢れる涙を彼は黙って全部共有してくれた。

　懐かしい。今、途方に暮れる、この感じがあの時に似ているのかな。誰もそばにいなくて、心細くて、寂しくて、思い出したら会いたくなってきた。

　彼は俺の初恋の人だった。

「万里……？」

　あの温かい笑顔と優しい声、それに、あのたまらなく心地良い彼の腕を。

「た……け、ちゃん？」

　願ったから？　俺の初恋の人が本物の天使のように突然、目の前に現れた。




「驚いたなぁ」

　驚いたのは俺のほうだ。そして、今、タケちゃんの自宅アパートに招待されていることにだって驚いてる。あの眼鏡屋でタケちゃんは働いていた。もうどうにもならないと思った眼鏡をあっという間に直してくれた。すっかり元通り、ではないけれど、充分すぎるほどかけやすくなった眼鏡にほっとする。五千円、とりあえず節約できたぞって。

――ね、万理、うち、この近所なんだ。少し、寄って行かない？

　眼鏡が直ったことに喜んでいたら、そう言われて、思わず頷いていた。

　失礼と思いつつ、部屋を見渡してしまった。玄関を開けてすぐのところに広いキッチンがあり、俺は今、そこのテーブルに座っている。ここが、大人になったタケちゃんの部屋。すごいな。俺の小さなワンルームとは大違いで、とても広くて快適そうだ。

「万理」

「はっはい！」

　まさか、タケちゃんが地元でもないこの地にいるなんてと、キョロキョロしていたら、名前を呼ばれてぴょんと心臓が跳ね上がった。

「コーヒーでいい？　ブラック？」

　コクンと頷く。

　毎日、会社と自宅の往復ばかりで、駅前をうろつくこともあまりしなかったけれど、どこかですれ違ってたかもしれない。

「アハハ、なんだか、不思議だ。万里がブラックコーヒーを飲んでるなんて」

　そりゃ、小学生の頃のままじゃないだろう。タケちゃんは、あの当時より、見違えるほど素敵な大人になってる。すごく、カッコよくなった。ふわりと笑った時の温かさも、優しさもそのまま、昔から天使みたいに素敵だったけれど、そんなところは残しつつ、カッコいい大人の男って感じがする。俺なんて、そう大した成長をしていないけれども。職場で、こっそり付けられてるあだ名が「平凡眼鏡」だし。

「眼鏡、とりあえず、直したけど、新しく買ったほうがいいよ。それ」

「あ、うん」

　それ以上、力入れてねじると、金具のとこ、たぶん、折れちゃうからさ。完璧に元に戻せなくてごめんな」

「そっ！　そんな！」

　申し訳ないって謝られて、慌てて顔を上げた。元から少し緩くなってたんだ。パッと顔を上げたり、ずっと俯いていたりすると、ズルズルと眼鏡がズリ落っこちてきてしまう。だから、今、タケちゃんに直してもらった後のほうが、尻餅で押し潰してしまった前よりも断然付け心地が良いよ。

　胸のところがじんわりと温かくなる。彼の笑顔が大好きだった。少し繊細そうな銀色の細いフレームがタケちゃんにぴったり似合っている。眼鏡、すごく素敵だ。

「眼鏡屋に勤めててよかったよ。万理の眼鏡、僕が直してあげられた」

「ほ、本当にありがとう。すごく助かった」

　こんな俺に優しい人はきっとタケちゃんくらいだよ。

「大丈夫？　何か、あった？」

　会いたいなぁって思ったんだ。

「万理？」

　寂しくて、悲しくて、心細い。俺は、初恋で、今でも変わらず大好きなタケちゃんに、会いたいって思った。

「実は、今日……」

　この人に触れると、自分の中が柔らかくほぐれていくんだ。




　家が隣同士、幼馴染だった。俺とは違い、タケちゃんは人気者。クラスでもいつも人に囲まれていた。かたや俺は輪に入ることなんて絶対に無理な筋金入りの人見知り。教室の隅っこでそんな幼馴染を眺めているだけ。でも、タケちゃんはいつも俺を見つけてくれて、何かと話しかけてくれた。

　中学から私立と公立に分かれてしまい、少しずつ疎遠になった。そのため彼のことは小学生でストップしている。呼び方も、それと――気持ちも。

「それは大変だったね」

「うん……」

　今日、自分の身に降りかかったことを全て話した。

「実家に連絡は？　スマホとか、持ってる？」

「あ！　してない！」

　そうか、スマホで実家には連絡できる。呆然としすぎて、頭がちゃんと回っていなかった。

「怪我は？」

　してない。大丈夫。

「友達とか、連絡したら、泊めてくれる人はいる？」

「それは、いない。でも、大丈夫」

「こら、強がらない」

　頬をプニッと摘まれた。

「うちに泊まればいい。疲れただろ？」

　タケちゃんの笑顔は温かい。俺はこの人の笑顔が何より大好きだ。ダイニングテーブルを挟んで、静かに話を聞いてくれていたタケちゃんがゆっくりと立ち上がる。

「怖くなかった？　火事なんて見たら、そりゃ尻餅もつくよ。眼鏡が歪んだくらいで済んでよかった」

　俺の好きな笑顔と同じくらいに温かい、あの心地良い腕に、ふわりと包み込まれた。どうしよう。
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「タケ、ちゃん」

「君が無事で本当によかった」

「……っ」

　ぎゅっと胸に抱き締められて、座ったままの俺は頭からすっぽりタケちゃんのぬくもりに包み込まれ、自分がずっと緊張していたことに気が付いた。ほろほろと水に溶けていくように、力が身体から抜けていくのを感じた。




　明日からどうしようか。今日は泊めてもらえるとしても、とにかく家を探さないといけない。仕事は……その後だな。住所が決まらなければ履歴書一枚書けやしない。職、見つかるだろうか。金、足りるだろうか。安月給のところだったからな。貯金崩して、って、まず貯金下ろせるのか？　通帳も印鑑もないぞ？　その手続き時間かかるのか？　あ、でも仕事ないから平日だろうと時間はあるのか。

「ぷっぷぷ、はい、おかわりのコーヒー」

「？　タケちゃん？　あ、コーヒーありがとう」

　明日からのことを考えていた。タケちゃんの明るい声が小さくだけれど静かな部屋に響く。見上げると、口元を隠しつつ、困った顔をして、一生懸命に笑いを堪えている。

「ごめん。色々大変な時に笑ったりして」

「……いや」

　小さい頃、俺の後頭部についている寝癖を見て、よく笑っていたっけ。朝、登校する時、その笑い声を聞く度に心が明るくなった。

「なんか、ひとりでキリッと男前な顔をしたかと思ったら、落ち込んで、困って、百面相しているのがおかしくてさ」

　そんなにおかしかったか？　いつだって、君は真面目だねぇと半ば呆れられる。つまらない人間なのに。

「万理はいっつも面白くて、僕は一緒にいると、楽しくて仕方なかったんだ」

「……え？」

　俺が？　驚きつつ、さして華もない、面白味もない自分の顔を指差すと、今度はタケちゃんが堪えることなく、声に出して笑っていた。笑ってくれた。

　俺こそ楽しかった。タケちゃんと一緒にすごせた小学生時代がもしかしたら人生のピークなんじゃないだろうかって思うほど、楽しかったんだ。

　ニコッと笑う彼を見ていると、胸の奥が温かいような、甘酸っぱいような。

「万理？」

　急に話さなくなった俺を見ながら、不思議そうに首を傾げている。

「今日は疲れたでしょ。そろそろ、同居人が帰ってくるから」

　男同士である以上、想いは通じない。ずっと、その隣を友人として陣取るだけでいいと思っていた。誰にも言わない。誰にも迷惑をかけない。だから、想うくらい許されるだろう？　そして、そんな片想いは初恋からずっと今も停止状態で残っている。

「そしたら、一緒に夕飯にしよう。お腹空いたよね。おっそいなぁ、あいつ」

「……え？　同居？」

　誰かと一緒に住んでいるのか？　あいつ、って。あぁ、そうか、恋人。でも、そうだろう。人気者の彼がひとり身なわけがない。きっと、とても可憐な美人だろうな。

　当たり前のことなのに、胸の奥が羨ましい気持ちでチクリと小さく疼く。その瞬間、ガチャッと音がした。

「ただいまぁ。はぁ、疲れた。やっぱ、組み立てとか裏方、俺には向いてねぇよ。店長に言っとこ……って、お客さん？」

　玄関からとてつもない美形が入ってきた。でも、男だ。

　栗色の髪がふんわりと揺れる、もしかして外国人なのでは？　と、思うほど、目鼻立ちのはっきりとしたモデルのようなルックス。

「おかえり、雅みやび」

　名前まで煌びやかな美形は俺を見て、目を丸くしている。この人も眼鏡だ。綺麗な紫色をしたフレームは横の部分、テンプルが凝った作りになっている。彼の整った顔立ちにとても合っていて、茶色の瞳をとても綺麗に見せてくれた。

「は、初めまして。高峰万理と申します」

　あまりに綺麗な顔をしているからうっかり見惚れてしまった。人形のように整っているのに、生き生きとしていて、自然と目がいってしまう。

「はじめましてぇ。万ちゃん？」

「えっ？」

　いきなり人懐こい笑顔と一緒に、軽々と初対面の距離を飛び越える彼に言葉を失ってしまう。タケちゃんはこんな美形と同居しているのか？　ルームシェア？

「雅、業務内容は平等にするべきだろ？　裏方がいやだなんて我儘、店長が許すわけないじゃないか」

「えぇ？　でも、あの店長ならウインクひとつしてやれば、すんなり承諾しそうじゃん」

「あのね……」

　タケちゃんが眉をひそめてる。温和で優しいから、あんなふうに表情を渋くさせるのは珍しいことだ。

　仲が良いんだな。

　ふたりの会話をぼんやりと聞きながら、失礼と思いつつ、もう一度、部屋の様子を伺ってしまう。なるほど、だからこんなに広いのか。でも、なんだろう、この部屋の雰囲気はシェアしているという感じがあまりしない。大きなリビングダイニング、向こうにはふたり用のソファとローテーブルがあり、テレビが設置されていた。共有スペース、なんだろうな。

　廊下はなく、二者択一のように、扉がふたつくっついている。

「だって、裏方苦手なんだよ。同じ作業ずっと続けるのって」

　俺はそういう作業のほうが得意だな。昨日まで努めていた仕事場も工場で、ずっと組み立ての仕事だった。人とあまり話さなくていいし、黙々と作業をするのは嫌いじゃない。あぁ、でも雅さんのように華やかな人にはちょっと大変かもしれない。

「ほら、邪魔しないで！　万理がお腹空かせてるんだからっ」

　不満を諭されて、反撃みたいにちょっかいを出して怒られた雅さんが、とても綺麗で宝石のような笑顔を向けているのを、ぼんやりと眺めていた。




「それは……最低最悪な一日だったなぁ」

　雅さんは本当に外国の方なんじゃないのか？　表情がとても大胆に変化する。だからなのか？　彼が笑顔になると、その明るく輝くような表情につられるように、こっちの気持ちも明るくなる。こんなふうに同調してもらえると、心がほぐれる。

「ほら、雅、お茶」

「サンキュ」

「万理もどうぞ」

　ふたりの湯のみ、色違いだ。

　ルームシェアって夕飯を共にするものなんだろうか。共同生活なんてやったことがないから、何もわからないけれど、揃いの箸、食器。ひとつの大皿に山盛りにされた野菜炒めを食べる光景は同棲って言葉のほうが相応しいように感じる。

「でさ、雅」

　そもそも、こんなに共有スペースで一緒に過ごすものなのか？　うーん、どこか所帯じみているというか。

「万理、家も職もないんだ」

　どちらも外見が所帯じみていないから、並んでいると絵画を眺めているような感じ。

「うち、広いだろ？」

「あぁ」

　なぜだろう。俺も眼鏡だけれど、彼らの眼鏡は何かが違う。本当にカッコいい。

「仕事もさ、うちの店、求人出すって言ってなかったか？」

「あぁ」

　眼鏡がただの視力矯正アイテムではない気がする。

「どうだろ。万理を僕らで推薦するっていうのは」

「いいんじゃないか？　眼鏡だし、真面目そうだし、店長気に入りそうだろ」

「僕も店長なら絶対に気に入ると思うんだ」

　そういえば、ふたりは住まいだけじゃなく、職場も一緒なんだな。

「万理の真面目さと堅実さは僕が保証するし」

　つい美しいツーショットに見惚れて、会話の内容を追いかけていなかった。

「……え？」

　ふわりと柔らかいタケちゃんの声と、凛とした響きのある雅さんの声を鑑賞していた。

「あの、今、なんて」

「万理がいやじゃなければ、だけど、どう？　新しい住まいと職が見つかるまででも、うちにいない？」

「……へ？」

　空耳か？　今、とてもありがたい言葉が。

「部屋の空きがないから、とりあえず僕と同室でもいい？　僕は全然かまわないし。仕事、そんなに難しいわけじゃないよ。最初は裏方からね」

　ニコッと花でも舞いそうなタケちゃんの笑顔。

「面白いぜ。眼鏡屋の仕事も。定職につかない俺が転職せずに続けてるんだから。裏方はつまんねぇけど」

　星でも散りばめたように輝く雅さんの笑顔。

「こら！　万理に嫌なこと言わない」

　全然嫌じゃない。むしろ、きっと裏方のほうが向いている。見た目的にも、性格的にも。

「あの……ぇ、でも」

「ね？　そうしよう。万理」

　天使だ。ふたりとも天使だ。言葉が喉のところで詰まって止まる。急に視界がぼやけるのもだから、眼鏡がまた壊れたのかと思った。

「俺っ！」

　でも壊れるわけがない。だって、さっき、この眼鏡はタケちゃんに直してもらったばかりだ。安物の、それこそ何千円で適当に買った、ただの視力矯正眼鏡を大事に、とても丁寧に扱ってくれた。直してくれたことも、こうして親切にしてくれたことも嬉しくて、目頭が、ジンと熱くなって、込み上げてきてしまう。

「ありがとうっ」

「もう、また泣く」

　だって、嬉しいだろ。幼馴染だからって再会したその日に宿なし職なしになった人間に対して、その晩の宿だけじゃなく、住まいと職を紹介してくれるなんて。

「ほら、泣くなって、万ちゃん」

　雅さんにいたっては、それこそ赤の他人なのに、こんなに優しくしてくれるなんて。

「万理、そうする？　そうしなよ」

「っ」

　泣いていたら申し訳ない。ポケットの中からハンカチを取り出し、眼鏡を外し、急いで涙を拭く。そして、眼鏡を掛け直せば、こめかみのところがキュッとなる。ズレることなくフィットする感覚に、気持ちも引き締まっていく。

「本当にありがとう」

　人生最悪最低な一日がふたりの美しい天使に救われ、言葉に言い表せない優しくて温かいものに満ちた一日になった。




　今日一番大変な思いをしたのだから、早くすっきりしてきなさいと天使のタケちゃんになかば強制的に風呂場へ案内された。

「はぁ」

　溜め息がシャワーの湯けむりと一緒に広がる。うちの、もう燃えてしまった狭いユニットバスよりも広いバスルーム、そうか、ふたり暮らしだとこういう所も広くなるのか。

「ふぅ」

　本当にいいんだろうか。頼りすぎじゃないのか？　いくら幼馴染だからって、衣食住を頼るなんて図々しいだろう。でも、友人もいない俺には頼れる人もいない。

　突然の展開に頭が上手く回らず、ボーっとしていた。

「しまった！」

　まったりとしている場合じゃない。お言葉に甘えて、一番乗りで風呂を使わせてもらっているんだった。明日もふたりは仕事なんだ。早くサッパリして休みたいに違いない。慌ただしくタイルに湯をかけ、ゴミなどないことを確認して、風呂場を出る。一瞬で鏡が曇った。

　いいな、広い住まいは。心も広くなれる気がする。狭い、単身用のワンルームだからなのか窮屈な感じがしてしまう。だから、気持ちも小さいというか、なんというか。なんて、この性格は生まれ持ったものだけれど。

　肌を拭って、バスタオルを腰に巻いたまま、今さっきまで自分が着ていた服をまた着ようと手を伸ばした時だった。

「おーい。万ちゃん、出た？」

「！」

　ノックと同時に雅さんが入ってきて、咄嗟に腰に巻いたバスタオルを押さえてしまった。男同士ではあるが、人生一度の恋の相手が男である俺は、同性であっても裸を見られることに少なからず緊張してしまう。向こうにしてみたら、ただの男の裸だろうが。

「これ、着替え」

「え？　そんな、悪いから」

「何を言ってんの！　これからひとつ屋根の下、一緒に暮らすんだぜ？　服の一枚二枚、気にしない」

　そこは気にするべきじゃないだろうか。他人同士、ルームをシェアするのなら特に気にしたほうがいいと、そう思うのに、雅さんはかまわず俺の胸にタケちゃんの服を押し付けると、ニコッと綺麗な笑顔を見せてくれる。

「万ちゃんは真面目だな」

「！」

　いつも言われていた言葉だ。君は真面目だな、と半ば呆れた声で言われるんだ。真面目、という言葉は良い意味を持つはずなのに、その声が言葉の響きを変えてしまう。「君はとてもつまらない人間だな」と言われているような気がしてならない。そしてその度に心が少し重たくなるのに。

「すっげぇ、真面目でえらい」

　でも雅さんの声にはその響きがなかった。

「ほら、冷やすとダメだろ。早く着替えて」

「あ、あの！」

「遠慮すんなよ。同じ屋根、な？」

　視線だけで天井を示して、また笑顔を向けてくれる。綺麗で、上品で、そして生き生きとした笑顔に心がまた明るくなる。少しだけ違うけれど、タケちゃん同様、天使の微笑みと言葉に、心が弾んだ。

「た、タケちゃんの……服」

　扉が閉まったことを確認して、呟いた。

　いいのか？　俺が着てしまっても。

「……はぁ」

　ひとりで考えて、ひとりで慌てて、バカみたいだな。引っ込み思案な性格じゃなくて、タケちゃんみたいに明るく優しい男だったら、雅さんみたいに何事も楽しめそうなハツラツとした性格だったら、何か違っていたんだろうか。同じ眼鏡なのに、向こうはスタイリッシュでカッコいい。俺はダサくて暗い眼鏡。

　換気扇のおかげでようやく曇りの取れた鏡には眼鏡をしていない自分が映っている。

　でも、別に変わらない。

　眼鏡をしていても、していなくても、面白みのない、友達を作るのが下手クソな自分がそこに立っていた。




「え？　いや、俺はソファでいいよ」

「でも、それじゃ、寝心地悪いでしょ？」

　そこまでされてしまってはこっちが恐縮してしまう。同じ部屋って、荷物のことだと思っていた。タケちゃんの言っていた同じ部屋は意味がまるで違っていた。俺が悠々と寝て、どちらか一方、タケちゃんか雅さんをソファへなんて、寝付けるわけがない。慌ててそこだけは遠慮させてほしいとお願いした。その結果。

「別に男同士、かまわないだろ？　ほら、早く入る。ね？」

　俺とタケちゃんが同じベッドに眠ることで和解となった。

　ふわりと笑顔を向けられて、俺は何も言い返せない。遠慮するべきなのに、邪なことが脳裏をよぎって、つい辞退し損ねてしまった。

「お、お邪魔します」

「アハハ、そんなに改まらないでよ」

　ベッドがひとつしかない。当たり前だが。

「ほ、ホントにいいのか？　俺がここに来ても」

「いいよ。万理は大事な幼馴染だからね」

　大事な幼馴染と言われて、とても嬉しい反面、罪悪感で胸がズシッと重くなる。彼にとっては幼馴染に親切をしただけの話。だが、俺にとっては初恋の人とひとつのベッドで眠れる絶好の機会。そこにある気持ちの差が、どんな顔をしたらいいのか迷わせる。喜ぶのも違うだろう。ニコニコ笑う場面じゃない。そう思って、自分のするべき顔を模索していた。

「疲れたでしょ。もう、今日は寝よう」

「あ、あぁ、それじゃあ」

　できる限りベッドの端に横たわる。タケちゃんに、落ちてしまうからもっと真ん中に寄れと言われたけれど、落ちてしまって全く問題はない。それよりもタケちゃんにほんの一瞬でも、一ミリでも、触れてしまわないようにするのが重要だ。最重要。

「昔はお泊りとかしたっけね」

　今でもやっぱり真っ暗な中で寝るんだ。

「万理は覚えてる？」

　優しい声が静かな部屋に響く。

「僕さ、真っ暗じゃないと眠れなくてさ。で、万理はそれが怖くて。でも我慢してたでしょ？」

「あぁ、うん」

　覚えていてくれたんだ。俺は真っ暗な中で寝るなんてできなくて、まるで、突然、世界にひとりぼっちになってしまったように黒で塗り潰された視界と、暗闇が肌に隙間なく貼り付いたような感覚が怖くて怖くて。

「夜中にいきなり号泣するんだもん。驚いたよ」

「ご、ごめん。まるで子どもだな」

　言えなかったんだ。自分の意見を言うのは本当に苦手だから。教室でだって手を挙げないどころか、指されないようにと背中を丸めるほど、人前で言葉を発するのが苦手だった。自分の考えも、要望も、言えない。言いたくない。我慢しているほうがよっぽど楽だと思った。

　泊まりに行った晩もそうだった。微かな明かりでかまわないから、電気をつけてほしい。怖いんだ。そう幼馴染で、自分の一番好きな人にさえ言えなかった。唯一と言っていいほど、タケちゃんにしか話しかけられなかったのに。

「恥ずかしい」

「可愛かったよ。それにちょっと嬉しかったんだ」

「え？」

「今は怖くない？」

「あ、うん」

「そっか……大きくなったんだね」

　ふわりと優しいタケちゃんの声。子どもの頃よりも低くなって、落ち着いていて、大人の男の声。でも、俺のドキドキはあの頃と同じだ。大好きな片想いの人に、トクトクトク、うるさいくらいに躍っている。

「いくつだと思ってるんだよ」

「アハハ、だって、なんか、グンと成長して、大人の男みたいで……さ……キ、する」

　段々と声が小さくなる。それから間をおかず、穏やかな寝息が聞こえてきて、最後、寝てしまう直前になんて言ったのかわからなかった。

「おやすみ、タケちゃん」

　ジェットコースターのような一日は肌にまとわりつく暗闇の恐怖にも打ち勝ってくれる。本当は今でも苦手だ。何も見えなくなるのは。でも、その苦手を上回る、この不幸を軽く飛び越えるドキドキに全身を包まれて、どこかフワリと浮くような幸福感に満たされながら、気がついたら眠っていた。










２　こちらでよろしいですか？




「おはよう」

　掠れた寝惚け声を朝一番に聞いて、夢のような、夢じゃないような。

　でも、数秒後に飛び起きた。

「ご、ごめっ」

　ベッドの端、落ちるだろうギリギリのところに寝ていたはずなのに、いつの間にか中央に寄っていて、タケちゃんを至近距離で目撃してしまった。

「ぷっ、寝惚けてる？　そこ、ピョンと寝癖がつくのは、今も変わらないんだね」

「っ！」

　不意打ちだ。すっと何気なく伸びてきた指先が俺の髪に触れて、直そうと梳いてくれる。幼い頃から、寝相のせいなのか、同じように跳ねるんだ。

「おーい！　今日の朝飯当番、タケだけどぉ？」

「うわぁっ！」

　朝からノックもなしに扉を開けられて、今、ベッドの上で初恋の人に見惚れていた俺は飛び上がってしまう。

「みっ、雅さんっ！」

「あ、わりぃ、わりぃ」

　とても綺麗な顔でも男なんだな。雅さんのシュッとした顎に不精髭が生えていた。

「いつものくせでな」

　朝に似つかわしい煌びやかな笑顔は寝起きの俺には眩しいほどだ。不精髭があっても美形は美形なんだなぁとぼんやりと眺めてしまう。

　あからさまに見すぎていた。早く朝飯を作れとタケちゃんにせっつく雅さんとばっちり目が合って、慌ててうつむいてしまった。

　失礼だったよな。まるで避けているみたいじゃないか？

「ほら、万ちゃんも」

「あ、はい」

　俯いていた俺の肩を雅さんが軽くポンと叩くと、ベッドから抜け出すスイッチを押してくれたような気がした。タケちゃんが雅さんに強引にベッドから追い出され、キッチンへ早く行けとせがまれている。ふわぁ、なんて呑気なあくびをひとつ部屋に残して、キッチンへと向かったのを、まだ俯いたまま音だけで察知していた。教室で手を上げることなく、先生に指されるのを避ける子どものように。

「見事な寝癖だなぁ」

「！」

　さっきタケちゃんにも撫でられた頭を今度は雅さんに撫でられ、反射的に顔を上げてしまった。

「ぷっ、万ちゃん、反応がいちいち面白い」

「！」

　俺の反応が面白いわけがない。つまらない眼鏡男だと、言われることはあっても、面白いなんて言われたことは。

「顔真っ赤だし。髪、それ直んの？」

　面白いなんて言ってくれたのは、俺の人生の中、たったひとりタケちゃんだけだったのに、ここにもひとり、同じことを言ってくれる人がいた。




　朝食はそれはそれは立派なものだった。ふたり交互で食事当番をしているらしく、今日はタケちゃんの番だった。彼は和風形式が好きなんだな。納豆と海苔、それから味噌汁まで付いてくる。雅さんは、俺の勝手な予想だが、洋食な気がする。

「そしたら、今日は色々アパートの片付けとか大変だな」

「そ、そうですね」

　外国人のように質感の軽い髪と茶色の瞳、スッとした鼻筋にインテリを思わせる眼鏡。スクランブルエッグとトーストが雅さんにはとてもよく似合うと思うんだ。

「色々上手く片付けられるといいな」

「ありがとうございます」

　雅さんに覗きこまれると緊張する。美形というのは恐ろしいものだ。目が合うだけで眩暈を起こさせることができるのだから。

「そしたら、明日にする？　明後日にする？」

「へ？」

　なんの話なのか全くわからず思い切り視線を向けてしまうと、不精髭さえ素敵に思わせる美しい笑顔がこっちを見つめていた。

「朝食当番だよ」

「あ……」

　ハッとしてしまった。

「あの」

　箸を置き、ふたりにちゃんと改めて伺おうと思った。

「本当にいいのか？」

　昨日は本当に大変な一日だったから、つい甘えてしまったが。

「ここ、どう考えてもふたり用のシェアルームだ。とても迷惑を」

「かけてねぇから」

　キュッと姿勢が伸びる、凛とした雅さんの声。いつだって目立たないようにと背中を丸めがちだった俺には、この背筋を伸ばすだけでも、視界が開けたように見える。

「俺も、タケも、迷惑だと思ってたら、朝飯当番の話しない」

「……」

「俺も、タケも、万ちゃんにここに住んでもらってもかまわないと思うからこそ、今、こうして朝飯食ってる」

　美形は髭が生えても美形なんだと知った。そして、美形が真っ直ぐ人に何かを伝えると、こんなにもドキドキして、鼓動の早さに眩暈が起きるんだと、今朝、初めて知った。

「朝飯当番、いつにする？」

「……そ、したら」

　雅さんを見てから、視線をタケちゃんへ移すと、朝にぴったりな温かく明るい笑顔を向けてくれる。

「明日の当番を是非、やらせていただきたい」

　小学校の頃はタケちゃんが隣にいてくれる時だけ、周囲を気にすることなく笑っていられた。彼が向けてくれる笑顔が温かく心地の良いものだったから、俺も無邪気に腹を抱えるくらい声に出して笑うことができた。

　今もそう。俺はいつもよりも少し大きな声で挨拶をして、雅さんの凛とした姿勢につられるように、背筋を伸ばし、お辞儀をする。

　久し振りにひとりじゃない朝食。そしてこのふたりによって開けた気がする視界、その中でいただく食事は今までとは全く違っている。口へ運ぶ度に、食べたものが力に変わるような、そんな朝食。




　大忙しだった。一晩経ってもまだ口と鼻を手で覆いたくなるほど焦げ臭い空気が充満したアパートを見て、やっぱり現実だったんだと確認してから、淡々と手続きを済ませてしまう。ようやく夕方に、必要そうな衣類とマットレスと毛布を買うため店へと駆け込んだ。

　ずっと、あそこに住まわせてもらうつもりはもちろんない。ただ、生活が落ち着くまでお言葉に甘えさせてもらおうと思った。安月給だったから、貯金だってそう多くあるわけではない。その貯金でホテル住まいをしながら生活の基盤を作り直すのはかなり苦しい。一時だけ、ふたりの言葉に甘えさせてもらいたい。

「ただいま」

「あ、おかえり～」

「！」

　ただいまを言うことは長年の習慣で染み付いていたけれど、おかえり、という言葉が返ってきたのは実家を出て以来、久しぶり。でも、こんな美形に出迎えられたことは生まれて初めてだから、とても身構えてしまう。

「た、ただいま」

「今、言ったじゃん」

　クスクス笑う唇がほんのりと花弁のような色をしていて綺麗だった。彼は濃紺のエプロンをしてスラックスにシャツ、仕事後、そのまま慌ただしく夕飯を作っているんだろう。

「あの、タケちゃんは？」

「あぁ、今日は遅番だから、きっと帰りは十時くらいだろ。新商品入荷したから、それの品出ししないといけないし」

　本当に同じ職場で働いているんだな。眼鏡屋か。こんな美形がふたりもスタッフにいたら、きっとその店には女性客が絶えないだろうな。眼鏡を買う時にはスタッフに視力を測ってもらったり、一対一で接客してもらえるわけだから。そういえば、職場を紹介してくれるって、俺もその眼鏡屋に？　接客したことなんて人生で一度もないぞ。職場は工場だったから、人と関わることもそう多くはない。それがいきなり、この歳になって接客だなんて。一抹の不安がよぎらないわけがない。

「！　す、すまない！　今、手伝う！」

　いつもひとりだったから、黙って考え込んでしまう癖が付いていた。今はひとりじゃないんだと、はっと気が付き、慌てて駆け寄る。この住まいに入った、いや、入らせてもらったばかりの新参者が玄関口でぼーっとしたりなんてして。

「ありがと」

　急いで、キッチン横にある洗面所で手を洗い、雅さんの隣に立つ。背丈は雅さんと俺でほとんど変わらないだろう。製造業っていうのは力仕事の面もあるから、これだけ引っ込み思案の俺でも、体格だけなら、イケメンで美形の彼とさして変わらないはず。ただ、姿勢が悪すぎるから、同等の体格に見えないだけ。

「そしたら、万ちゃん、野菜スープの係ね」

「わ、わかった」

　料理ならしたことくらいある。外食やコンビニ弁当じゃ食費がかさむから、基本は自炊だった。でも、不器用なんだ。自分の作った飯を美味いと感心したことは一度だってない。真横にいる雅さんはそんな俺のたどたどしい手付きを見ながら、こっそりと笑っている。けれど嫌味な感じではなく、料理が苦手な奴を微笑ましく見ているという感じ。居心地が悪いわけでもない。ただじっと見つめられると指先が緊張してしまうだけ。

　俺は口下手なのに沈黙も苦手だ。だから、会話が途切れることのないよう、今も、ここを出てから帰って来るまでの自分の行動をありったけ彼に伝える。面白いことなんてひとつもない。どれもこれも事務手続きばかりで聞いているほうはさぞかし退屈だろう。実際、今まで、俺が誰かと話して大笑いされたことは一度もない。そして、途中で飽きたように相手がキョロキョロ視線を移し、自分の興味のあるものへと注意を向け始める。

「へぇ、まだ焦げ臭かったんだ。つか、丸焦げ？」

「あ、あぁ、真っ黒だった」

　でも雅さんはふーん、そう、という、俺が話す時によくされる相槌をすることなく、あの美しい瞳を輝かせて、つまらないだろう今日一日の報告レポートを聞いてくれている。

　それで？　へぇ、うわっ、その後は？　彼のそんな言葉に釣られるように、会話が繋がっていくことに少し驚く。

「あの、俺の話、面白い？」

「面白いよ」

　また、面白いと言われた。ジョークのひとつも言えない、ただの報告なのに。雅さんの表情がほころび、その優しい雰囲気にトクンと心臓が鳴った。

「万ちゃんは面白くて、真面目で、優しくて」

　タケちゃんもそうだ。彼らに真面目と言われると感動する。もっと真面目になれるよう頑張ろうと思える。今朝の食卓のように、背中に一本筋が通り、芯を持つ。真っ直ぐに伸びる。そして、彼と同じ視線の高さで周囲を見渡せる。いつもは目立たないようにと丸まったままの背中が。

「俺はすっごく万ちゃんのこと」

　彼の放つ言葉はまるで魔法だ。イケメンマジックとでも命名したくなる。言葉で人の気持ちをこれだけ晴れやかにできるなんて。

「好きだよ」

「…………へっ？」

　今、人生でそうは向けられたことのない単語にぶち当たった気がした。

「万ちゃんのこと、好きだなぁ」

　やっぱり、そう聞こえる。好きと、言われたように聞こえる。綺麗に輝く瞳は真っ直ぐにこちらを捉えていて、驚愕の言葉に俺もその瞳を見つめ返している。じっと、もっと、覗き込んだら、彼の瞳の中には鳩が豆鉄砲を食らったような顔をした俺が映っているだろう。

「あの、今……」

「俺の部屋、ベッド」

「はい？」

　雅さんの表情に一気に艶めいたものが混ざったような気がした。いや、恋愛経験が乏しいので、定かではないのだけれど。

「ダブルベッドなんだよ。今夜、俺のとこで寝る？」

「はひぃぃぃ？」

　声がひっくり返ってしまった。

　妖艶な微笑みというのは多分このことなのだろう。雅さんの向ける笑顔に眩暈が起きる。初恋は同性。しかもクラスの人気者、タケちゃん。告白なんてもってのほか、ずっと片想いのままだった。そしてそれをこじらせた結果、恋愛経験ゼロ、奥手といえば聞こえはいいが、社会人となり自立した今でも童貞。きっとその経歴はこれからもまっさらなままだろう。それと、この引っ込み思案な性格も一生変わることはないと思っていた。

　そんな俺に突然、突きつけられた「好き」という言葉。それだけでもすっかり思考停止状態なのに、更に、夜のお誘いともとれる台詞に、野菜スープとして煮立てたお湯へ頭から飛び込み倒れそうだ。

「っていうか、それはとりあえず置いといて」

　な、なんだ、よかった。冗談だったのか。

「そのでかい荷物は何？」

「あ、あぁ、これは――」

　雅さんの美しい瞳が、俺の買って来た、安物のマットレスをじっと見つめていた。




「そんなものはいりません」

　きっぱりとタケちゃんに拒否されてしまった。新商品入荷により帰りが大幅に遅れたタケちゃんはひとりで遅い夕食を済ませながら、とても険しい顔をしている。俺は雅さんと先に頂いたが、とても美味しかった。あんなに表情を厳しくさせるような味付けのものはなかった。強いて言うのなら、俺の作った野菜スープが味気ないだけ。

「だが」

「だがも何もないよ。万理は僕と一緒の布団でいい」

「でも」

「それを使うなら、僕、怒るからね」

　うっ、と言葉が詰まった。誰だって大好きな人を怒らせたくはない。その顔を見ながら、大昔のことを思い出す。タケちゃんは滅多に怒らないけれど、俺がたまに消極的すぎる発言をするとあんなふうに怒っていた。

　皆が持ち寄った自由研究、その中で、俺のが先生に絶賛された時、恥ずかしくて、もうその話はいい、今すぐに捨ててしまいたいと俯いていたら怒られた。せっかく頑張って作ったのだから、そんな顔をするなと。

「万理は僕と一緒に寝る！」

　いいのか？　だって、狭いだろう？　そう思った瞬間、広いベッドを所有している雅さんへと自然に視線が移ってしまった。彼のベッドなら、なんて図々しいことを思ったわけじゃない。けれど、彼は目が合った瞬間、タケちゃんの視界から外れた場所から「こっちで寝れば？」とでも誘うようほほえんで、小さく、さりげなく手招きまでしていた。

「わかった？」

「は、はい」

　俺はその視線に動揺してしまって、強い口調で寝床のことを問いただすタケちゃんに抗えなかった。




　タケちゃんと同じベッドでこれからしばらく眠れる。こんなことがあっていいのだろうか。ドキドキして仕方がない。

　あぁ、でも、もし万が一にも、雅さんと一緒の寝床だとしても、やっぱりドキドキして寝付けないだろう。どちらの寝床にお邪魔するのも申し訳ない気がするし、何より贅沢すぎる。

　もちろん距離はできる限り離している。そっと、身じろぎ、静かに、起こさないように隣で眠っているタケちゃんへと顔を向けた。

　いいのか？　って、もう一度訊けば、きっとしつこいと怒られる。

「……」

　今だけだから。そして、今だけでも寄りかからせてくれる優しい幼馴染へよからぬことを考えてしまわないよう、明日、仕事がある彼らを送り出すため、初めての朝食当番で美味いものを作ってやろうと決意した。








３　少々お待ちください。




　彼らと共同生活するようになって、もう二週間になる。一緒に暮らし、同じ職場へ毎日通う。人生でこんなに生き生きとした二週間は後にも先にも、もうないと思う。

　週末は平日に比べてグンと混む。朝一番、タケちゃん特製サンドイッチを食べて元気だったはずなのに、昼も近くなった頃には、もうすでにヘトヘトになってしまう。でも、今日は特別忙しくて、今にも目を回してしまいそうなほど。

「万理ちゃーん！　加工お願いしまーす！」

　一日の大半は裏方で眼鏡の加工作業。

「は、はいっ！」

　返事をする間も惜しいくらい、次から次に加工を頼まれて、あたふたしつつ、ひとつひとつ焦らずに、と呪文のように唱えながら、教わったとおりにレンズ加工をしていた。

「慣れてきたわねぇ。万っちゃんっ」

「店長」

「ウフフ」

「……お、お疲れ様です。お願いします」

　手をヒラヒラ振りつつ、加工上がりの眼鏡を持って、フロアへ向かう彼を見送った。

　言葉だけを捉えたら、女性のようだが、彼はれっきとした男だ。ただ、彼はオカマだった。

　事前に話を通してくれた、知人紹介扱いの面接だからリラックスして受ければいいと言われつつも、人見知りをする俺は口から心臓が飛び出そうなほど緊張していた。でも、面接会場となった、この眼鏡店のバックルームで出会い頭「あらぁ、素朴ぅ」とオネエ言葉で話されて、古すぎるかもしれないがずっこけそうになったんだ。

　店長さんが終始弾丸トークをぶつけてきて、俺は、はぁ、えぇ、いえ、の三種類くらいしか答えられない。あぁ、落ちたなと項垂れつつも、始まって一時間ほどした頃だった。

――で？　いつくらいから来られる？

　連打の質問の中で突然、ウインクしつつ採用を匂わせる問いに、バッと勢いよく顔を上げた。俺は精一杯声を張り上げたつもりで「明日からでも」と答えたのが二週間前のできごと。

　今、加工ならひとりで淡々とこなせるまでになった。前職業が組み立て作業だったから、こういう仕事には慣れている。

「おーい！　万ちゃん、いる？」

「！　は、はい！」

　雅さんもタケちゃんも店内で接客に忙しい。あの容姿なんだ。混み入った中でも、すぐに見つけられる彼らは、お客さんの対応にずっと追われている。週末はいつも以上に大変そうで、何かしたいけれど、自分に接客ができるとは思っていないし、裏方のほうが断然向いている。だから俺は、とにかく、眼鏡を早く仕上ることでふたりを助けるんだ。

　できたての眼鏡を専用のベルベッドトレーへ入れて、店内へ持っていってもらおうと思ったところだった。まだ、加工待ちの眼鏡はいっぱいあるから、これが終わったら次は、なんて考えつつ。

「わりぃ、万ちゃん、これ、手直しだ」

「え？」

「万理ちゃーん、これ、度が違うわよ？　って、あらぁ、雅ちゃんのも？」

　ちょうどその時、今、フロアへ行ったばかりの店長が眼鏡を持って帰ってきた。

「え？　……あの、俺」

　もしかして、いや、もしかしなくても、レンズとフレームを取り間違えた？

「あ、あのっ」

　どうしよう。そのミスが起きないようにしっかりとシステム化されていたのに、どこでどうして、取り間違えたんだろう。まだ、加工しないといけないものが時間ギリギリのスケジュールで詰め込まれている。ここで、この二つの眼鏡をやり直しになれば、その分、作業時間はズレ込んで、お客様を待たせることになって、クレームに。クレームに繋がってしまったら、ふたりの仕事に貢献どころかただ邪魔をしただけになる。お客様にもふたりにも、迷惑を。

「万ちゃん！」

「！」

「大丈夫だ」

　強くて凛とした雅さんの声がパニックにギュウギュウと追い立てられる俺の心臓を貫く。一本、筋の通ったブレない強さが、脆き、すぐにでも崩れそうな心を真っ直ぐに立たせてくれる。

「私はお客様に事情を説明してくるわ」

「店長、お願いします。俺、このまま裏方入ります。すぐっすよ。すぐ作ります」

　店長が急ぎ足でフロアへ向かう。俺は失敗してしまった。裏方しかできないのに、その裏方で皆の足を引っ張ってしまった。

「……大丈夫」

　強さはそのまま、でも、いつもの明るい調子はなく、優しい声。そして、うろたえる俺を支えるように抱き締めてくれた。

「大丈夫。万ちゃんはすげぇ、頑張ってるよ」

　その強さは声だけじゃなくて、ぎゅっと俺を抱き締めてくれた腕にも宿っている。

「まだ、ここの仕事始めたばっかで、これ、初のミスじゃねぇ？」

　でも初めてのミスが一番やってはいけないミスだったんだ。何度も店長に取り違えることのないようにって、注意をされて、ノートにだって何度もメモしたはずなのに。

「疲れてるんだ。今日、マジで忙しいし。俺なんて、裏方で何度ミスったかわかんねぇもん。万ちゃんすげぇよ」

「そんなことは」

「すげぇよ。マジで」

　ギュッと抱き締める腕の力が増す。

「……大丈夫。俺も手伝うから」

「でもっ」

「手伝いたいんだよ。万ちゃん、すげぇ頑張ってるから、手伝いたいってだけ」

　頑張っているのはふたりのほうだ。君達はいつだって忙しそうだから、俺は、裏方としてふたりを支えたくて頑張っていた。親切にしてくれた、優しい君らの手伝いをしたかったのに。

「よし、やろうぜ。肩、バッキバキじゃね？　すげぇ、万ちゃん固まってる」

「！」

　抱き締められていて、なんだか身体が雅さんへと心なしか傾いていた。慌てて、自分を律して起立すると、少しだけ俺よりも長身な彼の茶色い瞳とばっちりぶつかり、飛び上がるほどドキドキしてしまう。

「一緒にパパッとやっちまおうぜ」

「……は、はい」

　ドキドキした。温かく、強くて、頼れる彼の胸にドキドキしてしまった。身体が固まっていたんじゃない。たしかに加工を朝からずーっと休む間もなく続けていて、肩は凝っているけれど、そうではなく、雅さんに抱き締められて、息するのも忘れるくらいに緊張したんだ。




「お疲れ様、クレームにはならないから、大丈夫よぅ」

　店長がにっこりと笑い、フロアへ戻っていく。

「はぁぁ、やっぱ、加工向いてねぇ、俺」

　そんなことないと思う。雅さんが一緒に加工をしてくれたから、あっという間に片付いてしまった。大きな問題にならずに済んだ。

　雅さんは大きく息を吐いて、椅子に浅く腰掛けながら、長い手足をグンと大きく広げ、ひとつ溜め息を吐く。ただ、伸びをしただけなのに、その仕草に見惚れてしまう。

「万ちゃん？」

「！　す、すまない！」

「いいって。片付いたし、それに、ふたりっきりで密室とか、楽しかったし？　なんてね」

　え？　って、顔を上げたら、綺麗な微笑みが視界に飛び込んできて、その眩しさに思わず目を逸らしてしまう。楽しい、なんて言ったら、お待たせしてしまったお客様にも、店長にも怒られそうだけれど、ちょっとだけ、ふたりでいる空間が嬉しいと感じた。ずっと、ドキドキしていた。それは、まるで。

「ちょっと待っててね、万ちゃん」

「雅さん？」

　待つ？　俺が？　疑問に思いつつも、無言が本来一番楽な俺はいつもの習性で咄嗟の時に声が出てこない。彼はニコッと笑い、加工室を出ていってしまう。

　ひとり残されて、って、ここは俺の持ち場だから残されたわけじゃないのだけれど、ぽつんとしながら、寂しいと思ってしまいそうになる。

　でも、寂しいとか、ドキドキするとか、そんなことをしている場合ではない。まだ他の加工は残っている。少しでも気を抜けば、またお待たせしてしまう。彼らに迷惑なんて、もう絶対にかけられない。

　慌てて作業に集中しなおすと、耳元で今さっきの雅さんの声と存在感が鮮明に蘇ってきた。決して広くはない加工室でふたりっきり、彼の肩に触れそうで触れない距離。息をするのさえ慎重になってしまいそうになる。チラチラと何度か、不謹慎にも彼の様子を伺ってしまった。
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　カッコよかったな。なんて、呟きかけた時、頬にペタリと冷たいモノが触れた。

「ほれ」

「んひゃぁ！」

　飛び上がって驚くと、そこには雅さんが立っていて、俺の頬に今買って来たばかりなんだろうペットボトルの水を差し出してくれる。

「まだ、昼休憩してないんだろ？」

「……」

「水だけでも飲んどけよ。あと、少し頑張れ」

　優しい人だ。ミスしたのに、こんなふうに微笑みかけてくれる。綺麗な人は心も綺麗なんだろうな。彼とタケちゃん、このふたりと一緒に暮らすようになってから、つくづくそう思う。卑屈にならないし、いつでも大らかで、俺にはないものばかりだ。

「あ、ありがとう」

　ドキドキした。してしまった。

「み、雅さんも」

「おう、万ちゃんに言われるとすっげぇ元気出る」

「お疲れ様です。すごく助かりました」

　お礼を言ったら、頭を撫でられた。あまり好きではない、野暮ったいクセっ毛を撫でられて、胸のところがキュンと締まる。さっき、抱き締められた時と同じ感じ。温かくて、ほっこりして、落ち着くのに、どこかそわそわしてしまう。優しくて心地良いのに、心が跳ねてじっとしてくれない。

「おう！　万ちゃんのために頑張るわ」

　この鼓動のリズム、恋愛経験の乏しい俺でも知っている。これはタケちゃんと一緒にいる時のものと全く同じ、恋の音だ。

「い、いってらっしゃい」

「ぷぷ、可愛い。んじゃ、行ってきます」

「！」

　笑いながら、一秒あるかないか、ギュッとハグされて、心臓が止まりそうなほど鼓動が激しく踊っていた。




　恋？　そんなわけない。だって、もしそうなら、俺は二股をしていることになってしまう。ずっと、ずーっと好きだったタケちゃんのことは今でも好きだ。じっと自分の胸の奥を探ったけれど、ほら、ちゃんと好きだって感じた。タケちゃんの笑顔を思い浮かべると、胸がきゅんと締め付けられつつ、じんわりと温かくなる。怒った顔を思えば慌ててしまう。悲しい顔を思えば、何があったんだろう、どうにかしてあげられないだろうかと切なくなる。タケちゃんの表情ひとつで俺はジェットコースターのように振り回される。好きだから、彼の全てが気になってしまう。

　それでは、雅さんには？　

「……」

　きゅんとした。彼のことを思い浮かべた今、たしかに俺はきゅんとした。

　嘘だ。そんなわけがない。二股だぞ？　ふたまた。いくら雅さんに優しくしてもらったからって、平凡で面白ことのひとつも言えない、長所も短所も「真面目」の一言くらいしか思い浮かばない俺が、二股？　そんなこと、あるわけがない。

「おーい、万ちゃーん？」

「！」

　呼ばれて、ハッとした視界いっぱいにとてつもない美形。テーブルの角を挟んで座っているから、身体を少し傾けるだけでものすごい至近距離になる。

「どうした？」

「！　ご、ごごごめんなさいっ」

「ワイン苦手だった？　肉だから赤かなって思ったけど。ビールにする？」

　首をブンブン振って、手元にあったワインを半分ほど飲み、「お肉に合いそうな美味しいワインです」って感想を急いで伝える。

　失礼なことをしてしまった。頭の中がこんがらがってしまって、つい目の前のポークソテーを睨みつけたまま、固まって考え込んでしまった。ワインにするかビールにするか、あらかじめ尋ねてくれたのに。とても優しい雅さんに心配までかけてしまうなんて。

「ポークソテーと睨めっこ？　なんとなく万ちゃんはさっぱりがいいかなって思って大根おろしにしちゃったけど、こってりデミ派？」

「いえっ！　とんでもないっ！」

「ぷっ、慌てて可愛い」

　夕飯時に考え事なんてと思われしまうどころか、まさかの、楽しそうに笑ってもらえた。

　今日は雅さんと俺が同じ早番のシフトだった。ふたりっきりの夕飯。タケちゃんは遅番で、まだ帰ってきていない。

　ポークソテーとサラダと、大好物らしいマカロニサラダ。サラダがふたつ、って呟いたら、その時ようやく雅さんは気が付いたみたいで、ホントだって笑っていた。その笑顔に、きゅんとしてしまったんだ。

「疲れた？」

「いえっ」

　疲れたのは雅さんのほうだ。俺のフォローまでして、自分の仕事もこなして。俺はポカミスして迷惑かけるし、話つまらないし。それでも笑顔でいてくれる雅さんとふたりの食卓。嬉しいのに考え事なんてして、失礼な奴って嫌われてしまうだろ。

「ばーんちゃんっ」

「！」

　片頬をぷにっと摘まれた。

「み、みひゃびしゃんっ？」

「ぷっ、やっぱ可愛い」

　な、なに？　と、頬を痛くない程度に摘まれたまま、目を丸くして驚いてしまう。

「万ちゃんは本当に頑張ってるし、飲み込み早いし、俺が仕事始めて二週間の時とは大違いに仕事できてる」

「……」

　抓られているのに痛くない。こんなふうに慰めてくれる。雅さんは天使。タケちゃんも天使。

「頑張ってる万ちゃん見てると、すっげぇ応援したくなる」

　トクトク、トクトク、心臓がまた高鳴る。

　違うんだ。違うはず。俺はタケちゃんが好きなんだ。二股なんて、平凡な俺がそんな大それたことをするわけがない。できない。

「でも、俺にだけは寄りかかっていいよ。つか、むしろ寄りかかられたら嬉しい」

「あ、あの……」

　抓っていた頬を今度は優しく、ふわりと包まれた。雅さんの温かい掌に、ひとりぽつんと考え込んで冷たくなっていた頬が温められる。赤く染まってしまうほどに。

　寄りかかられたらって、こんな天使みたいに綺麗で、強くてカッコいい雅さんにそんなこと。

「ど、どうして、そんなに優しいんです？」

　前の職場でミスをしたって、仕事としてフォローしてもらえることはあっても、こんなに優しくされたことなんてない。ましてや、つまらない俺のことを可愛いとか面白とか、笑ってもらえたことなんてない。

「タケから万ちゃんのことはよく聞かされてたんだ」

　俺なんてワイングラスを傾けたところで絵になんてならないけれど、雅さんはハッとするほど似合っていた。記憶を辿るようにグラスの縁をなぞる指に目を奪われる。

「万ちゃんを初めて見た時、玄関開けてすぐ、キッチンのテーブルに座ってる万ちゃんと目が合った瞬間、あ、タケの話してた万里って幼馴染だ、ってわかった」

　タケちゃんが俺のことを？　あんなに人気があって、誰からも好かれていたタケちゃんが俺のことを大人になってからも思い出してくれていたのか？　俺が忘れなかったみたいに。

「あんなに真面目で誠実な人間は他にいない。頑張り屋で見ているとなんでもしてあげたくなるって、タケがよく言ってた。すっげぇ大絶賛だった。ベタ褒め」

「そ、そんな」

「あっ！　あれも知ってる。暗闇で号泣した話」

「うっ」

　恥ずかしい。

　タケちゃんには恥ずかしいところを見せてしまったって、ずっと思っていた。でも、ここに泊まらせてもらった初日、懐かしそうに楽しげに話すタケちゃんに心が躍ったんだ。好きだなぁって再確認した。

「他にもたくさん聞いた。マジで、たくさん……」

　グラスをなぞる指が俺の頬をなぞる。どうしよう、この鼓動はあの晩、タケちゃんの言葉に躍った音と同じ音。

「だから、見た瞬間……あ、万里だ……って、わかった」

　これは、もう。

「真面目で、頑張り屋で、なんでもしてやりたくなるっていうの、すげぇ、納得したよ。そんで、不思議なくらい初対面って感じがしなかった」

「あ、あのっ！」

　心臓がトクトク早く動いてる。きっと頬が真っ赤になってしまった。タケちゃんに微笑まれた時と同じように顔が熱い、火照って、ドキドキしてしまう。

「好きだなぁって」

　好き、という言葉を聞いた瞬間、心臓がたしかにきゅんとした。ぎゅっと胸のところを手で握っていないと、どうにかなってしまいそう。その時。

「！」

「うわっ」

　突然、電子音がして飛び上がってしまった。雅さんも驚いたのか、綺麗で涼しげな眼を大きくして、そして、スッと立ち上がる。

　びっくりした。スマホか。ほぅ、と大きく息を吐き出す唇が動揺で少し震えていた。今頃、ワインのアルコールが回ってきたみたいに、指先からジンと痺れるほど身体が熱くなっていく。

「……はーい。気をつけて帰れよ」

　電話を終えた雅さんを見つめる自分の頬はどうにかなってしまった。とても、熱い。

「タ、タケちゃん？」

「あぁ、もう帰るって」

　タケちゃん、俺のずっと長年片想いをしていた人と再会して、また感じるようになった胸の、跳ねるようにせわしない鼓動が、今、ここにタケちゃんがいないにも関わらず、トクトク鳴っている。

「う、うん」

　目の前にいる雅さんに心臓が躍っていた。




　俺は雅さんを好きになってしまった。そんなまさか。でも、あの鼓動はタケちゃんといる時と全く一緒だった。

　それじゃあタケちゃんは？　あんなにずっと片想いしていた、大好きだった幼馴染のことはどうしたんだと、ひとり動揺する。これは、やはり二股、ということになるのだろうか。

「いやいやいや！」

「えぇ？　万理ちゃん、残業するんじゃなかったの？」

　突然叫んだ俺の横で、店長が発注伝票をチェックしていた。

「へ？」

　閉店後、誰もいない店のフロアにふたりっきりで残業中だった。

「ほらほらぁ、早く片付けちゃいましょ。万理ちゃんとしっぽりお店の中でっていうのも捨てがたいけど、でもぉ、眼鏡に付いちゃったら、大変じゃない？　ウフフ」

「？」

　何が付くんだ？　指紋？　でも、手袋してるのに。

「はぁ、妄想しただけで楽しいわぁ」

　一体、何を妄想しているんだろう。グフフ、ウフフ、とずっと笑っている。

　まぁ、いい。後少しで発注は片付くだろう。そしたら、ふたりが待つアパートに帰って。そうだ、夕飯は一緒に食べられなかったが、アイスでも買って行こうかな。それを三人で食べながらゆっくり……って、ふたりに顔向けできないから、店長とこうして残業しているんじゃないか。

　人生何がどうなるかわからないな。今まで、ただの平凡眼鏡だったのに、いきなり、リストラ、自宅全焼、そして。

「二股」

「は？　万理ちゃん、真面目そうで、案外遊び人なの？」

　思わず、最後の一言は声に出してしまった。

「ちっ違いますよ！」

「そう？　貴方、けっこう、そんな匂いするわよぅ」

　どんな匂いなんだ。不義理の匂いっていうのは。慌てて、ブンブンと首を振った。

　俺の頭はおかしくなってしまったんじゃないのか？　どこにぶつけたんだろう。この眼鏡を尻餅ついて壊したあの時だろうか。それとも、別の。

　あんなに優しくてしてくれたのに。タケちゃんのことが大好きなのに、どうして、雅さんにこんなにドキドキしているんだ、俺は。

「でもヤリチンっていうよりは」

「はひぃ？　ヤリ、ヤリリっ！」

　俺の人生でそうは聞かない単語に、商品を落としそうになる。でも、たしかに二股なんてヤ、ヤリチンの代名詞だろう。

「……」

　ヤリチン。一夫一妻の日本では二股は不義理だ。不誠実だ。

「うぅ」

「もぉ、万理ちゃん、困った顔がすっごい可愛いんだけど、ちょっと、仕事の手は止めないでよ？」

「は、はい」

「じゃないと、私としっぽりお泊りよ」

　頑張ろう。ここにお泊りはさすがに寝たら身体がバキバキに固まってしまいそうだ。手を早め、「自分はヤリチン、二股男」という言葉を極力思い出さないよう心掛けた。




「はぁ」

　どんな顔をして彼らの待つ部屋へ帰ればいいんだ。帰り道を行く足取りが驚くほど重い。

　ふたりはただ俺に親切にしてくれただけだというのに、その親切心を俺は踏みにじって二股なんて最低なことをしている。申し訳なくて、彼らに合わせる顔がない。

「十一時すぎか……寝たかな」

　腕時計で時間を確認した。マンションの最寄り駅に到着したのは十時。駅から歩いて十五分。歩くのは速いほうだ。

　普段の俺ならば駅から真っ直ぐ家路を急ぐ。彼らとの共同生活は楽しく、幸せなものでしかないから。早くあのふたりの輪へ飛び込みたいと足が勝手に速くなる。だが、今日は、駅前のコンビニでレシピ本を買う気などないくせに立ち読みして、それもさすがにもう限界となり、今度はチビリチビリ歩を進め、できるだけ彼らが就寝してから帰宅できるように頑張った。

　明日も早番の彼らはきっともう寝ているはず。休日後の早番は品出しがものすごいことになるから、普段は八時出社なのが、七時出社になる。だから起きるのだって早い。つまりは寝るのだって早い、はず。彼らと一緒に生活するようになって数週間で得た情報によれば、寝ている、はず。

　玄関の前に立ち、一度、呼吸を整える。

「……」

　泥棒というのはこういう気分なんだろうか。音を立てずにそっと侵入するというのは、かなり神経を使う。手を何度か握り、鍵をそっと鍵穴に差し込んだ。自然と息を止めてしまう。

　ドアノブを握り、数ミリずつ動かしている光景は第三者に見られたら、確実に泥棒だと思われるだろう。

　開けてすぐがダイニングキッチンだから、もし誰かが起きていたら、この時点でわかる。だが、扉の隙間から光りは一筋も漏れてこない。

　良かった。電気が消えている。ということはすでに就寝後だ。

　息を飲み込んで、静かに侵入した。その時だった。

「……ダ……メ」

　タケちゃんの声だと思うけれど、どこか苦しそうで、呻いてるようにも聞こえる。ダメ？　何が？　まだ寝ていないのか？　どんなに遅くても六時起きだぞ？　早く寝ないと、接客業は身体が資本なのに、夜更かしはダメということなのか？

「……じゃん」

　今度は雅さんの声。こちらは苦そうな感じはしない。

　なんだ、ふたり一緒にいるのか？　声は雅さんの部屋から聞こえてくる。

　まさか！　俺が残業で遅くなるから、寝床に入ることを遠慮してしまうかもしれないと思ったんだろうか。俺のためにベッドを開けてくれたとか？　タケちゃんにそんな気を使わせてしまったのなら、本当に申し訳ない。二股なんて不義理をしている自分に、彼はこんなに親切にしてくれているのに、そう思うと涙が出そうになる。

「あぁっ！　ンっ！」

　びっくりした。いきなりの大きな声に、ビクンッ！　と揺れてしまった。慌てたが、ギリギリ、物音を立てずに済んだ。

　何をしているんだろう。早く寝なければいけないのに。

　そうか！　マッサージか！　俺は加工係だから座っていられるが、彼らは接客でずっと立ったままだ。だから、足のマッサージをしているのか。

「ちょ、雅！　万理が帰ってくる！」

　あ、俺はすでに帰って来てます。

「大丈夫、帰ってきたら、そこ少し開けてあるから、音と気配ですぐわかるって」

　もうすでに部屋の中です。

　そうか、だから、あそこが少しだけ開けてあるのか。真っ暗なキッチンにはとても目立つ一筋の光り。そこから、マッサージ中で、とても気持ち良さそうなタケちゃんの声と、マッサージを頑張っているのだろう雅さんの少し息の乱れた声が聞こえてくる。

　どうしたものか。帰ってきたのを知りたいから、あそこを少し開けているのなら、寝ているところを邪魔しないようにとこっそり忍び込んだ俺はただのおせっかいだったわけだ。だから、ここで、彼らに帰宅済みだということを教えるべきなんだろうか。それともそっとタケちゃんの部屋で寝ておくか？　いや、それはさすがにダメだろう。あ、こんな時こそ、あの安物マットレスの出番なんじゃないのか？　キッチンは広いから、あのシングル用というよりも昼寝用と思える小さいマットなら余裕で敷くことができる。使用することを禁止されているから干していないのは難点だが、この際、勝手にタケちゃんの寝床に侵入するより、疲れを癒すマッサージを邪魔するよりも断然いい。

「っていうかさ、そのほうが興奮するだろ？　タケ」

「ぁ、あぁ……」

　興奮？　マッサージで？

「もしかしたら、万ちゃんが覗いてるかもしれないとか、さ」

「あぁぁっ！　そこ、あんま、グリグリするなよっ」

　グリグリ、ツボをか？

「俺のも、やってよ、タケ」

「あ、ぁ、あ」

「一緒に……ほら」

　一緒？　マッサージ、向かい合わせでし合っているのか？

　会話だけを聞いているとどんなマッサージをしているんだと不思議になってくる。俺はベッドに寝そべるタケちゃんを指で揉み解す様子を思い浮かべていたのに、どうやらそうではない気がしてきて、つい、好奇心が俺の背中を押した。二股しているという、けしらかん俺はまたもやけしからん行動を取ってしまう。

「はぁ、タケっ、も、俺のもいじってくれ、よ」

「雅、もっと強くがいいの？」

「あ、あぁ……う、ん」

　固まった。数センチの隙間から覗いてしまった世界に固まった。雅さんの部屋は見たことなかった。寝るのはタケちゃんの部屋だし、寝る時以外はずっと三人で、共有スペースのソファですごしていたから。

「あぁ、タケ、そこっ、もっとグリグリしてっ」

「雅だって、尿道攻められるの、好きだよね。今度、それ用の買う？」

　バカ、と呟く雅さんの声が色っぽかった。驚くほど艶めいて、覗き見なんてしてはいけないと思うのに、俺はそこから目が離せない。

　扉の隙間から広がった向こうの世界で、大きなベッドの上に半裸となったふたりが向かい合わせになり、そそり立ったペニスをお互いに扱き合っている。たまに、タケちゃんが雅さんの切先、亀頭の部分を親指でグリグリすると、天井へ甘い吐息を投げ、目を細めて唇を震わす。お返しといわんばかりに、雅さんは袋を片手で揉みながら、竿部分を上下に激しく擦り上げる。とても気持ち良いんだろう。タケちゃんの、あの丹精は横顔が快感に歪み、色っぽい声が唇から零れた。

　あんなに優しくて温かいふたりの、とてもいやらしい行為にジクリと股間が痛みだす。好意を持っているふたりの淫らな姿にダメだと思いつつも、見入って興奮してしまう。

「雅、もっと強く扱いて」

「ぁ、ン、俺のも、もっと、してっ！」

　扉の前に立つと聞こえる、濡れた音。ペニスはとても気持ち良さそうに先走りを溢れさせ、雅さんの指を、タケちゃんの掌を濡らし、俺はそれを見て、ゴクリ、と喉を鳴らしてしまう。

　別に童貞だからって性欲はあるのだから、それなりに、ひとりでならしたことがある。けれど、他人の手でされるのは、気持ち良さの度合いがかなり違うんだろう。彼らの表情を見てるだけでわかる。していることは同じはずなのに全く違う行為に思えるほど、色っぽい顔。

　身体が熱くなる。感じたことのない熱が腹の底の辺りから、じわりじわりと広がって、脳みそまで侵していく。この扉を開けてしまいたくなる。手を伸ばして、この先へ――

「ごめん、雅」

　いきなり隙間から飛び込んで来た、冷静な声にハッとした。ボーっと熱っぽい頭はちゃんと働いていなかった。指先を数センチ手前へ伸ばして、扉を押し開けてしまうところだった。

「俺も……わりぃ、タケ」

　え？　どうして？　どうして急にここで謝罪なんだ？

「僕、できない」

「俺も」

　ふたりの気持ち良さそうな表情が静かに消えて、悲しそうな申し訳なさそうな、なんともいえない顔になる。

「僕、万理のことが」

「やっぱな、だと思った」

　あんなに甘く卑猥なもので満ちていた部屋は、彼らの表情と共に熱を下げ、気が付けば、こちらの真っ暗なダイニングキッチンよりも冷えていく。

「万理のことが、す……」

　そこから先は聞かずに、俺は彼らにバレないよう、そっとそーっと部屋を出た。ふたりが何かまだ話しているのが聞こえた。さっきまでの濃密で甘い声色とは違う、冷静で沈んだ声。内容まではわからないほどのボソボソとした小声だけれど、玄関を開ける微かな物音くらいなら掻き消してくれる。そっと外へと出た。

　自意識過剰な憶測なのかもしれないが、さっき、タケちゃんは俺を好きだと言おうとしていた気がする。でも、あのふたりは恋人同士。同性という部分に驚きはしたが、あれだけ美しいのなら、恋に落ちることは当たり前のようにも思える。そんなふたりの恋仲を俺は引き裂いてしまったんだ。

　外は別世界のようだった。一気に頭の中が冷静になっていく。

　このことを少し前なら嬉しいと大喜びできたのかもしれない。ずっと抱え続けていた片想いが成就するだけだった。でも、今、全く喜べない。俺は二股をかけるような不道徳な男なんだ。恋人同士のふたりを同時に、同じように好きになってしまった。こんなふしだらな人間がタケちゃんに似合うわけがない。もちろん、雅さんにだって似つかわしくない。

「はぁ……」

　俺はなんてことをしてしまったんだろう。あのふたりを引き裂くつもりなんて微塵もなかったんだ。タケちゃんのことはずっと好きだった。それと同じように雅さんのことも好きになった。でも、ふたりにあんな悲しい顔をさせたかったわけじゃない。

　あんなにお似合いのふたりの空間に混ざりたいと手を伸ばした自分が信じられない。無意識だとしてもありえない。不謹慎で不道徳な自分が。

「大嫌いだ」

　真面目でつまらない、平凡という言葉で頭のてっぺんから爪先まで出来上がっているような自分を好きではなかったけれど。あのふたりの生活空間に入り込み、自信がついたと思い込み、背筋を伸ばして仕事をしていた自分に呆れ、笑える。

　迷惑をかけたじゃないか。仕事でもプライベートでも。ふたりを傷つけた自分自身を大嫌いだと思った。

　その晩は戻らなかった。

　残業で遅くなり、途中、ファミレスに寄って夕飯を済ませ、電車に乗ろうと思ったが、終電に乗り遅れたため、職場近くの漫画喫茶に泊まることにします、と、大嘘をついた。彼らがもう寝るだろう、日付の変わる頃を狙い、帰ることができなくなった理由をしっかり説明した。

　真面目でつまらない、平凡な自分になるために。

　二股なんて不埒なことを一瞬でもした俺はいつかバチが当たるだろう。火事も失業もきっと前もって与えられた天罰だったんだ。あの日、タケちゃんが俺を家へと招いてくれたけれど、あの誘いをそもそも断るべきだった。あそこで自分なんぞが中へ入り込んではいけないと、しっかり理解していなければいけなかった。




　最悪な夜が明けた。今日、仕事が休みでよかった。

　俺は本来あるべき姿に戻ろう。友達のいない、暗くて真面目なだけのつまらない、背中を丸めて地味に生きていくべき自分に戻る。

　ふたりが出社した後の部屋にこっそりと戻り、気配がないことを確認してから、ひとつ、大きく深呼吸をした。荷物なんて最初からほとんどなかった。だから、ふたりの部屋を出るのにそう手間はかからない。

　スマホをしっかりと握り、タケちゃんへ、そして雅さんへ同じ文面のメッセージを送る。

『お世話になりました。短い間でしたが、本当に楽しい毎日でした。ありがとうございました。店長には改めてお詫びをさせていただきます。さようなら』

　これを読んでもらえるのはいつ頃だろうか。今日は平日だし、昨日、店長と発注はかなり終わらせたから、そう忙しくはないはずだけれど、夜だろうな。お昼はちゃんと食べただろうか。なんて、彼らほど立派な人間はいないのだから、俺のような二股男が心配する必要なんてないな。

　送信を確認して、そのまま立ち去らなくちゃいけないのに。

「そうだ。ずっと世話になったんだ、掃除くらいするべきだ」

　なぜか掃除機を手にしている。あとは出て行くだけなのに、誰にも引き留められていないのに、玄関に量販店で買った衣類と安物マットレスを置いたまま、部屋を出て行こうとしない自分。

　掃除機かけて、人生でこんなに丁寧に床を雑巾がけしたことはないほど、磨くように拭いていく。

「っう……」

　込み上げてきてしまう。

　ダイニングキッチン、三人でよく寛いでいた空間を俺は出て行きたくなかった。

　生まれて初めて固執した。自分が必死にやった夏休みの宿題だって、褒められても恥ずかしいだけで、知らない、自分が作ったものではないと素知らぬふりをする俺が、初めて、ここに居座りたいと、あのふたりと一緒にいたいと思った。

「タケ、ちゃん……雅、さ……ん」

　二股なんて不義理をして、知られたら嫌われる。タケちゃんが俺に向けてくれた、ありえない、まさに夢のような好意だって、俺のこんな最低な部分を知れば、あっという間に消えてしまう。呆れられて嫌われる。そんなの俺にだってわかるのに、それでもふたりのいる、この空間にしがみつきたい。

「うぅ……イヤだ……ここに」

　居たいよ。そう小さく、小さく呟いた声を掻き消してしまう大きな音と一緒に、扉が壊れそうな勢いで開いた。

「おい！　万ちゃん！　って、うわぁぁ！」

「万理？　まだいるっ？　ちょ、みや、わぁぁぁ！」

　床に突っ伏して、駄々を捏ねる子どものように泣きじゃくっていたら、突然、タケちゃんと雅さんが駆け込んできた。けれど、そこには俺の置いたマットレスと荷物が積まれていて、飛び込んだ勢いのまま、それらにつまづき、ドミノ倒しでマットの上に転がった。

「大丈夫かっ？」

　あんなにカッコよくて綺麗で素敵なふたりが安物マットレスの上で、コントのように、まさにズッコケている。

「いってぇ」

「もぉ、何、これ」

　その光景に溢れてしまった涙がぴたりと止まった。

「え？　ちょ、なんで万ちゃん泣いてんの？」

「万理、出て行くつもりだったんでしょ？　この大荷物」

　靴を邪魔そうに脱いで、マットレスを這って乗り越えるふたりは、まるで障害物競走でもしているようだった。お客さんをワラワラと引き寄せてしまう美形の雅さんと、その微笑みで全ての人を癒すタケちゃんが、慌てふためいて、汗までかいて、スーツなんてヨレヨレにしながら俺の元へとにじり寄った。

「万理、なんで、出て行こうなんてするんだよ。あんなメッセージ残してひとりで勝手に、とか怒るよ？」

　だって、大好きな幼馴染を困らせたくないだろう？　俺がいたらいつまでたってもひとりで悠々と眠れないじゃないか。それに君と雅さんは――

「万ちゃん、泣くなよ。お前が泣いてるとすげぇ悲しくなる。寂しい顔なんてするな」

　でも、俺がここに来たせいで、君とタケちゃんの関係は崩れてしまったじゃないか。昨日のふたりはどう見たって恋人同士だった。あの部屋を隙間から覗き込んで、とても気持ち良さそうな様子は、喉が鳴るほど羨ましかった。手を伸ばしてしまった。俺がこの空間に忍び込んでしまったせいで、ふたりは甘い前戯の手を止めて、今の俺なんかよりももっと悲しい顔をしていた。

「俺は……」

　俺がそんな顔をさせてしまった。

　涙はさっきのふたりの登場により止まったはずなのに、また溢れそうになる。あぁ、なんでここにしがみついてしまったんだろう。ほら、またふたりを困らせている。嗚咽を堪えるため、クッと喉奥で言葉を詰まらせれば、心配させてしまう。

「万理？」

「万ちゃん」

　ひとつ呼吸を置くと、唇が震えてしまった。

「俺は、タケちゃんのことがずっと、ずっと前から好きだったんだ」

　昔から抱えていた想い。

「……え？」

　視界が涙で霞んでしまわないように、全身に力を込めて涙を堪えると、ふたりが目を丸くしていた。泣くっていう時点で、大人としてどうなんだという話だな。でも、それ以前、二股なんてして、男として、人として駄目な奴なんだけど。

「俺の初恋はタケちゃんだった」

「う、そ」

　本当だ。ずっと、ずっと君のことが好きだった。チラチラ覗き込んでは、その度に向けてくれる笑顔にのぼせていた。

「ホントに？」

「あぁ」

「なんで、それ、言ってくれなかったんだよ！　僕も！　僕だって、ずっと万理のこと好きだったのに」

「え？」

　タケちゃんが、あのタケちゃんが顔を真っ赤にしていた。いつも優雅に微笑んでいて、優しくて大らかなタケちゃんが。

「……嘘」

「嘘なもんか。僕はずっと、ずっと万里のことが好きだった」

　嘘だよ。そんなの、だって、タケちゃんは皆の人気者で、皆に好かれていて、タケちゃんも皆のことが好き。いつだって誰にだって優しい笑顔でいる。だからこんなふうに赤面しているのはとても珍しい。それは、まるで、雅さんにだけは怒った顔を見せるような珍しさ。

「！」

　その時、ふと思った。俺がマットを買ってきた時、そんなものは必要ないとピシャリと怒っていた。雅さんへ向けていた表情を俺には、俺にも、向けてくれていた。

「あ、あの、タケ、ちゃん、ホ、ホント……に？」

　静かにゆっくりと頷かれて、胸のところがじんわりと熱くなり、震えてしまう。だって、ものすごい長い年月想っていた相手なのだから震えてしまうよ。

「万里が僕のうちで、夜、真っ暗闇が怖いと泣いた時、実は嬉しかったんだ」

「え？」

　雅さんにも話してくれていた、子どもの頃の拙い思い出。

「君はなんだってひとりでできてしまう。僕が万里を手伝えることなんてひとつもなくて。いつもそんなすごい君に憧れていた」

「そ、そんな」

「可愛くてカッコよくて、とても強い万里」

　俺はださくて平凡でつまらない。そう思っていたのに、タケちゃんが語る俺は真逆すぎて驚いてしまう。

「その万里があの時、怖いって泣いてくれて、きゅんきゅんしたんだ。君はいつでもひとりでなんでもこなしてしまう。強くて完璧だと思ったのに、僕といる時だけは泣いて弱音を吐いてくれた。それがたまらなくて嬉しくて。あの時、僕は万里に恋してるって自覚したんだ」

　心が震えるほど嬉しかった。タケちゃんの向けてくれる笑顔はいつも温かく、俺を唯一癒してくれるものだったけれど、その笑顔に好きという想いが込められていたなんて。

　もしも知っていたら、俺の、そしてふたりの人生は変わっていたかもしれない。タケちゃんも同じことを思ってくれたのかもしれない。とても残念そうに項垂れて、でもその表情はどこか嬉しそうでもある。俺も嬉しいよ。だって、ずっとお互いに好きだったなんて、当時実らなかったけれど、それすらも今この瞬間の胸の熱を作るために必要だったと思える。

「タケちゃん……」

　でも、今、俺はそんなタケちゃんに謝らないといけない。じっとこっちを覗き込む幼馴染の表情がこのあと変わってしまうことに怖気付きそうになる。

「タケちゃん、本当にすまない」

「万里？」

　ここでちゃんと言わなかったら、俺は本物の最低男になる。

「タケちゃんのことは大好きだ」

　視線をゆっくり丁寧に雅さんへ向けた。残念そうな、そして寂しそうな顔をした彼の表情にさえドキドキする自分が確かにいる。

「でも、同じように雅さんのことも好きになってしまったんだ」

「えっ？」

　雅さんの表情が一瞬で変化し、眩しいほど輝き始める。

「タケちゃんのことは大好きだ。本当にずっと、今でも忘れられないほど片想いしている。だが、それと同じ想いを雅さんにも抱いている」

「お、れ？」

「そうです。貴方のことも好きになってしまった。笑顔にも、今見せてくれた困惑した表情にもドキドキして呼吸困難になりそうです」

　自分自身を指差して、信じられないと宝石よりも綺麗に輝く瞳を見開く彼へ、小さくうなずいた。甘いマスク、それは確かに魅力的だったけれど、それだけじゃない、彼の思いやりがいつでも俺を明るい場所へと連れ出してくれる。彼と話していると世界が輝いて、光りに満ちるんだ。

「俺はふたりを好きになってしまった」

　タケちゃんに癒され、雅さんの明るさに心が躍った。ふたりの腕に抱き締められて、心底幸せだと思った。でも、きっと、この一言で、何もかもが崩れるだろう。二股などする、けしからん男なんて早く出て行けと蹴り飛ばされるだろう。

「マジで？」

「万理、それ、ホント？」

「あぁ、本当にすまない。このまま、追い出してくれてかまわっ」

　かまわないと言おうと思ったのに、ふたりに抱きつかれて、息もできないほど強烈なダブルタックルに言葉が消えた。

「すっげぇ、嬉しい、万ちゃん」

　いや、そう言ってもられると君のことが好きな俺こそ、本当に嬉しいんだが、これは二股だぞ？

「万理、ありがと。ずっと、両想いだったんだね」

　あぁ、たしかにそうだけど、その前に君には雅さんという、誰よりも素敵で美しい恋人がいるじゃないか。

「あ、あの、ふたりとも？」

　声をかけると、きつく抱き締める腕が緩み、新鮮な空気が胸に入り込む。と、同時に、じっとこっちを見つめるカッコよくて美形なふたりで視界がいっぱいに占領された。

「俺ら、恋人同士だったんだ」

　それは昨日気が付いたよ。ふたりの甘いひと時を覗き見するという、これもまたけしからんことをしたから。

「でも、今、俺達には好きな人が、もうひとりできた」

「僕も戸惑ったんだよ？　雅のことを嫌いになったわけじゃない。でもずっと、万理のことが好きだったんだ。だから、君とこうして一緒に暮らせて、想いが止められなくなったというか」

「俺もさ、タケのことはすげぇ、好きなんだけど、でも、万ちゃんのことがほっとけねぇっつうか、ちょっかい出したくなるっつうか、とにかく気になってさ。あっという間に好きになってた」

「…………へ？」

　頭が混乱した。ふたりの言っていることが理解出来てしまうからこそ、混乱した。不義理で、不埒で、けしからんと思っていた二股を彼らふたりもしているように聞こえたから、ありえないと脳みそが困惑している。

「俺達さ」

「僕ら」

「あの、三人とも？」

　ニッコリと笑うふたりの笑顔をポカンと眺めてしまう。

　こんなことってあるのだろうか。三人が三人とも、それぞれを同じように好きになってしまうことなんて、そんな偶然あるのだろうか。

「三人想いになんのか？　これ」

　そんな日本語初めて耳にした。

「さぁ、どうだろうね。でも、皆が皆、同じように好きなら、いいよね」

　いいよねって、タケちゃん、ちっとも良くない気がする。俺の頭の中は大混乱のままだ。

「うんうん、いいだろ」

　だから雅さんも、いつもの軽いノリで済ませていい問題じゃない気がするのに。

「ちょっ！　ちょっと、ふたりとも！」

「俺のベッドでいいか？　でかいし」

「うん、かまわないよ」

　今さっき、三人が三人とも好き同士だった、というところまでは理解できた。そして、三人が合意の上であれば、普通は一対一で行う行為が三人になっても問題はないような。俺はもちろんふたりのことが好きだ。タケちゃんも雅さんもそうなのであれば、この行為をやめる理由はないような気がする、けれど。

「ちょ！　待ってくれ！　タケちゃん！　雅さん」

　腕を引かれ、雅さんの部屋へと招かれ、そこで背後から抱き締めてくる、この部屋の主に胸をときめかせながら、長年片想いをしていた彼にシャツのボタンをひとつひとつ外されている。

　今、この、現状で、俺はひとつ彼らに告白しないといけないことがある。

「待ってくれ！」

　そんな叫びにふたりが、ようやく手を止めてくれた。









４　お探しのものがございましたら、どうぞ、お声がけください。




「俺は！　童貞なんだ！」

　部屋に連れ込まれた瞬間、視界に飛び込んできたダブルベッド。俺でもわかる、今後の展開の前に、彼らにはちゃんと真実を伝えなければならない。

「え？　マジで？」

　信じられないと覗き込む雅さんに静かに頷いた。

「ずっと、タケちゃんのことが好きだったから、その好きな人がいるのに別の誰かとそういう関係にはならないだろう？」

　良くも悪くも真面目が取り柄だから、そんな不埒な真似は本来の俺は絶対にしない。このふたりにだけ起きてしまった突発的な怪現象。二股なんて。

「じゃあ、キスは？」

「もちろん、ない」

「恋人とか……」

「もちろん、いない。恋人も好きな人もいなかった。それなのに今は、雅さんとタケちゃん、ふたりを同時に好きになってしまって、自分でも信じられないんだ。タケちゃんなら知ってるだろ？　俺がそういうの器用じゃないのは」

　人付き合いがどれだけ下手なのかは彼がよく知っている。俺の真正面に位置する彼は無言だったけれど、少し困ったように笑って、微かに頷いた。引っ込み思案で、人と親しくなるのに驚くほど時間がかかる。そしてまごついているうちに相手が呆れてしまう。タケちゃんだけがその時間を飛び越えて手を引いて、隣を歩いてくれた。

　話しかけても反応の乏しい俺と一緒にいるのは決して楽しくなかったはずなのに、いつも彼は笑ってくれて、その笑顔に心が次第にほぐされたんだ。

「キスも、それ以上も初めてだ」

　いい年した大人が童貞だとベッドを目の前にして宣言というのは恥ずかしいものがあるけれど、言わないわけにはいかないだろう。自分の好きな人へ不義理なことはしたくない。

「だから、その、色々下手だけど」

　二股を受け入れてくれるのなら、俺は、ふたりに全力で誠実にありたい。

「万里の弱いとこ、泣いちゃうとこ、全部、僕には見せて？」

「俺には寄り掛かってよ。万ちゃん」

　ふたりにこんなに溺愛されて、甘やかされたら、もう、この場で溶けてしまいそうだ。




　生まれて初めてこんな広いベッドを目の当たりにした。縦横無尽に転がれそうなベッドの上で、俺は雅さんに背中から抱き締められている。

「あぁっ！」

　耳朶を唇で食まれ、そのまま舌先でチロチロと舐めくすぐられるとどうにもおかしくなりそうだ。どれも初めて。耳へキスをされたこともない。

「あ、あの！」

「そっかぁ、万ちゃんはこういうことも初めて、なんだ」

　コクコクと頷いた。耳にキスをされながら問われて、声が出ないほど身体が熱くなる。普段、何気なく触れる耳がこんなにも敏感な部位だとは知らなかった。

「万ちゃんの初めて、かぁ」

「あぁ……ン」

　信じられない声だった。これが愛撫なのか。耳なのに、別の場所が熱くなるのか。

「万理」

　耳朶にばかり意識が傾いていた。前から声をかけられて、ハッと気が付いたほど、俺は背後にいる雅さんへ甘える猫のように首を傾げている。タケちゃんは、前に座り、少し長くなった俺の前髪をそっと優しく梳いてから、瞼、鼻筋、頬、そして唇となぞって、顔の輪郭を確かめている。

「あ、タケちゃ……」

「キスも、初めて」

　だからそう言ったじゃないか、と言いたいのに、耳朶をキュッと少し強く噛まれて、喉が仰け反り、後頭部を雅さんの肩口に強く押し付ける。

「雅、も、欲しい？」

「いいよ。お前のほうが先に万ちゃんに惚れたし」

「ん、じゃ、いただきます」

　何を食べるんだろうと疑問に思った時だった。

「ん、んぶっ！」

　唇同士がぶつかった。

「んっ」

　人の唇っていうのはこんなに柔らかいものなのかと、一瞬目を丸くしてしまう。目の前には、タケちゃんのシックな細いフレームの眼鏡が俺の平凡眼鏡とぶつかりそうな近さにあった。彼の伏せられた睫毛を見て、急いで目を瞑る。

　そうだ、キスの時は目を閉じていなければならない。

「ン、ん、ぅふっ」

　視界が閉ざされた瞬間、感触だけが鮮明に浮き彫りとなった。

　唇を何度か優しく吸われている最中、耳朶が唇でやんわりと挟まれ、舌がぴちゃ、くちゅっと鼓膜を濡らしているような音がする。

「んんっぁ……んくっ」

　雅さんの舌は熱くて柔らかくてなんて気持ち良いんだと、初めてのキスに強く瞑っていた瞼から力が抜けた時、唇を割り開き、雅さんの舌と同じように柔らかく熱いものが口腔へと侵入してきた。

「タケのディープキス、美味い？」

「ん、ん、ふぁっ……ン」

　悪寒とは違う、確かにゾクリとしたものが背筋を駆け抜ける。戸惑う俺の舌を舌で捕まえて、絡み付く。こんなに動くのかと思うほど、タケちゃんの舌に口の中を溶かされていく。

「たけ、ぁ、ひゃ……ン」

「ね、万ちゃん、今、口の中でやらしく動くタケの舌にしゃぶりついてみて」

「ン、ん？　ぁ、んく、ン」

　こう、なんだろうか。童貞が体験するにはこのふたりからの愛撫はすごすぎて、まだキスひとつと耳朶だけなのに、身体の中が沸騰したように熱く感じた。

「ん、万、り」

「ん、ん、ン、タケひゃ、ん、ぁ、くっ」

　舌にしゃぶりついて、何度も吸い付きながら唇で舌先まで扱いて、またタケちゃんの舌を追い掛け根元まで、そして、唾液を飲み干すようにしゃぶりつく。

「万ちゃん、キスだけでそんなエロい顔になんの？」

　えろい顔なのかどうかはわからない。ただ、身体が火照って内側さえも熱を持っているから、何か、なんでもいい、水分を摂らないと干からびてしまいそうなんだ。

「ぁ、タケちゃ、もっと」

　飲まないと、干からびてしまう。

「万理、好きだよ」

「んんっ、ぁ、キス」

　これがキスだよ、そう耳朶にキスをする雅さんの低い声が鼓膜を突付く。

　キスというのはこんなにも気持ちの良いものなんだろうか。蕩けてしまいそうだ。夢中になってタケちゃんの舌先に吸い付いていたら、まだ欲しいのに、唇が離れてしまう。小さくだけれど、自然と上がった自分の声が驚くほど甘く、そして名残惜しそうにしていた。

「万理、今度は雅にもしてもらいな。ね、雅は右ね」

「あぁ」

　右って呟いたなぁと思いつつ、初めてのキス、しかも濃厚な味に痺れたまま、背後にいる雅さんへ背中を捩って唇を寄せた。

「ん、んんんっ」

　人によってこんなに違うものなのか？　スリムで上品な縁の眼鏡ごしに、色っぽい視線が俺を射抜くから、慌てて目を瞑る。そして、また違う濃厚さを持つキスの味。まさぐるように絡まる舌は激しく俺の中を蹂躙して、喉奥まで侵入してくる。飲み切れなかった唾液は顎を伝い、喉元に一筋の線を作るほど、荒々しく濡れた音が響くキスだ。そして、そんなどちらのものかなんてわからなくなった唾液をタケちゃんの指先が拭う。

「ん、タケひゃん、ぁ、ふっんんんんっ！」

　荒く激しいキスに頭の中までまさぐられて、全く気がついていなかった。シャツの前は肌蹴ていて、裸となった胸をタケちゃんに晒していたということに。そして、露となった、男の胸板についた、乳首という完全な付属品に今さっき顎を濡らした唾液が塗りつけられた。

「あ、んふぁ……っあ、ひゃっ」

　舌は雅さんの舌に囚われたまま、キス以上に気持ちイイ刺激がヌルつく乳首から広がり、下腹部へと流れていく。身体の内側がトロトロ溶けていく。

「ぁ、たけ、ひゃ、っ！　あ、んんんっ！」

　キスに夢中になりつつ、ふと、目を薄っすら開ける。そこには眼鏡越しに俺をじっと見つめる、真剣な顔をしたタケちゃんがいた。けれど、彼が、ふっと視界から外れた瞬間、俺の乳首が指よりも柔らかく、熱く、卑猥に蠢く何かに捕まった。

「んんんっンぁ、ぁ、ンく」

「ほら、万ちゃん、キスしながら、タケに乳首も良くしてもらおう。気持ちイイだろ？　タケの乳首攻め、すげぇ、上手いから」

　本当に溶けてしまうかもしれない。

「万理、やっぱ、妄想してたまんま、敏感だね。ぁ、……ほら、見て、雅、綺麗な色だと思わない？」

　レロレロとタケちゃんの舌先に押し潰される乳首は、ピンと尖っているのが感触でわかってしまう。さっき、自分自身がしゃぶりついていたあの柔らかい舌に愛撫されて痛いくらいに尖っている。見ていないのに、そこが勃ち上がってしこっているのがわかる。

「すっげ、エロ乳首じゃん。万、ちゃん、のこれっ」

「んんんんっ！」

　舐められていないほうの乳首も、愛撫にはちゃんと反応して、ツンと尖っていた。それをいきなり指で摘まれ、視界にチカチカと快楽の星が飛ぶ。

「んっ！　ン、あっ、乳首、取れ、ひゃっ」

「乳首でトロけてたら、このあと大変なんだけど？　万ちゃん？」

「んぶっ……ン、んく」

　ふたつも同時に舌と指で攻められて、これだけでものすごい快楽の波に飲み込まれているというのに。

「あ、あっ、タケちゃっ……みや、び、さっ」

　舌に突付かれ、押し潰され、そしてびしょびしょに唾液で濡らされ、ふやけてしまいそう。ドンドン硬くしこる左乳首は指で摘まれ、キュッと引っ張られてたかと思うと、一番敏感な先端を爪でカリカリされる。気持ち良さに眩暈がした瞬間、今度は右乳首をクリクリいじられる。たまらない二つの刺激に眩暈がする。

「も、ぁ、ぅぁ！　乳首もげちゃ、も、気持ち良すぎて」

　ビクビクと腰が跳ねる。初めて受ける愛撫が上級者向けで、しかもそれが好きな人ふたりからだなんて、贅沢すぎて、気持ち良すぎて、どうにかなりそうなほど。

「あっ！　あっ！」

　ふたりに与えてもらえる愛撫の快感は、オナニーじゃ味わったことのないものばかり。過激で、刺激的で、唇から、乳首から、下腹部へと熱がドクドク集中していく。けれど、まだそこには一切触れられていない。触れて欲しくて、疼いて、痛くて腰が浮く。スラックスの中で射精間近の状態にまで張り詰め、もう爆発しそうなのに。

「イっ、イけない……ぁ、苦しい、雅さん、くるし、ぁ、タケひゃっ」

「さすがに処女だからな」

　雅さんがそう呟いた時には、すでにタケちゃんが俺のズボンのベルトに手をかけていた。ふたりは恋人同士だから息がぴったり合う。熱っぽい声で、タケちゃんが雅さんの名前を呼んだ瞬間。

「ひゃぁっ！」

　俺は雅さんの腕に抱えられ、膝裏を手でもたれ、宙に浮き、あっという間にズボンを剥かれて、下半身丸出しにされていた。

「はずっ！　恥ずかしいっ」

　我に返った。下半身を晒してる。目を回すほどの羞恥の中、ズルリと脱がされた下着にはベトベトとやらしいシミが広がる。自分自身のペニスの先端から滲んだ、乳首への愛撫と濃厚なキスの証。たまらない。ズボンも同じ辺りが湿って、微かに色が変わっていた気がする。俺はあんなにカウパーと呼ばれる体液が自身から溢れることも知らない。テラテラと卑猥に濡れて、驚くほど勃起している自分のペニスをじっと見つめてしまう。

「あっ！　嘘！　あぁぁぁっ、ぁ、そんな、とこっ」

　タケちゃんの唇にそのペニスごと微かに残る理性が食べられていく。

「ぁ、あぁ……な、んだ、これ、ぇ」

　力が抜けていく。フェラチオというものがこんなに気持ちイイだなんて。キスでしゃぶりついた舌が驚くほど硬く反り返るペニスを舐めて、隅から隅まで唾液で濡らしていく。竿をアイスキャンディーのように舐められ、袋を舌でもてあそばれる。腰が何度も跳ねていたら、尻たぶにゴリゴリとしたものが押し付けられた。少し驚いたが、これはセックスの前戯で、俺自身のペニスだってそうなのだから、雅さんのだって同じように。

「万ちゃん、初フェラ、どう？　気持ちイイでしょ？　タケの舌、柔らかいから。ね、それ、されながら乳首いじられたい？」

　ゾクゾクした。雅さんのよく響く声で鼓膜をくすぐられつつ、タケちゃんの口の中でペニスをきつく吸い上げられたら、尿道から体液と一緒に理性が啜り飲まれてしまう。

「雅、さ……ンっ、乳首、クリクリ、して欲し、もっと、クリクリいじって」

「万ちゃん、エロ可愛い。ヤバ」

「万理は可愛いよ。デロンデロンにしたくなる」

　テレビで見かけるアイドル顔負けの容姿ならば別だが、眼鏡をかけた、ただの一般男性。しかも平凡。普段の俺なら、何を言っているんだと、眼鏡を指先で直す。可愛いという形容詞は悪口には入らないが褒められているとも思えず、ただ困惑するだけ。

「あ、嬉しっ」

　それなのに彼らに可愛いと言われると、嬉しいと思った。胸の辺りがキュゥっと締まって、下半身がトロリと溶けていく。

「ふふっ、先走り、溢れたね」

「可愛いって言われてカウパー垂らすなんて、万ちゃんマジで可愛いな。じゃあ、エロい処女万ちゃんの乳首も可愛いがらないと」

「ああぁぁっ！　乳首、クリクリって、ぁ、あ、タケひゃんっ、ら、ぁって」

　もう何を言いたいのか自分でもわからない。これで前戯だなんて信じられない。何も考えられなくなってしまう。ふたりが与えてくれるものだけを追い掛け、おかしくなりそうなほど火照った身体がビクビクと揺れる。最初、自分でも驚くような嬌声だと思ったのに、今はもう我慢することもなく、快楽を与えられる度に素直に甘く啼いてしまう。可愛いと言われる度に羞恥心が薄れてしまう。

「ぁ、タケっちゃ、ぁ、キス、した、い、乳首も、雅さっ」

　むき出しになった尻たぶの狭間に雅さんのそそり立つペニスがある。ぐりぐりと攻められることに、普通なら怯えたりもするのだろうか。

「あぁぁっ」

　でも、太く硬い、猛々しいペニスが下半身に押し付けられて、俺は怖気付くどころか感じてしまう。

「万ちゃん、処女なのにスケベ。尻こきしながら、乳首いじられて、キスもおねだりとか」

　気持ち良くて、こんなに気持ち良くしてくれるふたりにお返ししないといけないと思い、前にいるタケちゃんのズボンへと手が自然と向かう。

「万理？」

　少し驚いたタケちゃんだけど、視線が合ったら、ふわりと微笑んで、たどたどしくベルトを外す俺の手伝いをしてくれる。飛び出すように出てきた、ずっと片想いをしていた幼馴染のそそり立ったペニス。それを握り込んだら、またジワリと理性が溶けて、自身のペニスの鈴口から溢れて流れた。

「ぁ、あ、ン」

　前戯というのはこんなすごい快楽をくれるのか。

「万ちゃん、尻、すげ」

　雅さんの声が苦しそうだった。息が荒くて、聞いていると鼓膜が震え、ブルリと背筋を快感が通りぬける。彼のペニスを挟む尻たぶをキュッと閉じれば、カリ部分のくびれを感じてゾクゾクする。尻たぶの圧迫で彼のペニスの形を確認しているような気がして、摘まれている乳首がビリビリした。

「上手。初めてなのに、万理、僕のペニス、上手に気持ち良くしてくれてるよ。ありがと、ほら、舌、出して」

　初めて、自分以外のに触れたんだ。形が違う。俺のよりも長い、と思うタケちゃんのペニスに丁寧に両手を添えて、じっくり上下に扱いていく。きつく、たまに力を込めて。尻コキも頑張った。何度も締め付けて、腰を上下させて擦る。そして、尻も手も動きを速くすればするほど、自分がふたりの表情に煽られ、もっと飢えていくような気がした。

「万ちゃんの尻にかけていい？」

「ぁ、万理、イくよ」

「あぁ、ふっ……ン、ん、も、イきた、ぁあっイっくぅ」

　三人で前戯の快楽を分け合った。ビュクッと派手に、大胆に、ペニスから精液が弾け、俺の身体を濡らしてく。

「ぁ……ン、あ、これ」

　唾液が乳首に塗り込められると、今まではただの付属品だった乳首が性感帯と同じようにジンジン疼いた。

「あ、タケちゃん、雅さ、ん、気持、ち……ン」

　タケちゃんと雅さん、両方に交互にキスをされながら、自分の掌にかかったタケちゃんの、腹には自分の、尻たぶには雅さんの、三人の精液がかかった身体がトロリと溶けそうだ。さっき唾液を塗り込められた乳首よりももっと壮絶に変化する。全身が性感帯になっていく。

「万理」

「万ちゃん」

　ボーっとした頭でも愛しい人の声にはしっかり反応する。快楽が滲んでぼやけている視界に好きな人の顔がある。

「ずっと万理にこうしたかったんだ。万理の初めてが俺達だなんて」

「万ちゃんの処女、俺達にくれよ」

「……へ？」

　処女、バージン……このふたりに。

「三人で気持ち良くなろう」

　その言葉だけで、肌が、身体が、もっともっとやらしく変化していく。

「万理と繋がりたいんだ」

「万ちゃんの中でイかせて」

　強引にじゃなく押し倒されて、大きなベッドの上に転がった。雅さんの手が白濁にまみれた尻たぶを広げ、その奥の孔に触れる。驚いたけれど、彼の精液にまみれるそこはもうすでに性感帯に変わっているせいで、キュゥっと締め付ける真似事をしている。

　急ぎすぎて、触れられる度にキュンキュンと締まってしまう孔の口を、彼の指は待ってくれていた。羞恥も怯えもない。ただ初めて迎える感覚にどうしても戸惑って、孔の口が緩んでくれない。どうしたらいいんだと、身体を起こしかけた時だった。

「万理、雅がしてくれたみたいに指で乳首いじってごらん。僕も手伝ってあげるから」

　孔の口にばかり気を取られていた俺は、タケちゃんに誘導され、精液にまみれた自身の手を乳首へ押し付けた。瞬間、信じられないほど背中が反り返った。

「ぁ、あぁっ！　あ、あ」

「そう、上手」

「あぁン！　っ！　ぁ、タケちゃん、ダメだっそんな、いっぺんに」

　俺の頭上に座っているタケちゃんの手が伸びて、射精したばかりの俺のペニスを扱き始める。音が卑猥すぎるのは、俺自身の吐き出した白濁が彼の手によって、ペニスに塗りつけられているから。とても淫らで、とてもいやらしいことをしている。

「あぁぁぁっンくっ」

　扱かれながら覆い被さる彼に、深く口付けられた。乳首をいじる快感とキス、それらが緊張を解いて、雅さんの指を中へと案内した。

「っ、万ちゃんの処女粘膜、すげ」

　精液のヌメリが侵入の手助けをする。じゅこじゅこに扱かれているペニス、自分の指先で白濁まみれになっていく乳首、そのふたつの快感で、粘膜は雅さんを苦しい顔にさせるほど淫猥なものへと変わる。蠢いて、体内にある二本、三本と増やされていく指に悦び、腹に付きそうなほどペニスを勃起させて、俺は前立腺の虜になってしまう。肉粒を指で軽く押し込まれる度に、長い指を食べようとしゃぶりつく。もっと奥まで気持ち良くしてくれと懇願して、誘惑する。そして、魔法のような指先に、変化させられてしまった俺は、すぐ側で濃厚にキスをし合うふたりにただ見惚れてしまう。

「ハァ、ハァ」

　息も乱れ、眼鏡がずれるほど、体内の奥まで性感帯に変わっていた。だから、唇同士の狭間で、舌が絡まり合う、やらしくて甘いキスを見ているだけで、処女なのに、身体の奥が火照っておかしくなりそうだ。

　熱のこもった視線に気が付いた雅さんが、タケちゃんの舌にしゃぶりつきながら、にやりと笑い、俺の中を抉じ開ける指を抜いた。

「ァ……ン」

　なんとも切ない声。こんな声を平凡でつまらない俺が出しているなんて。

「すげ、万ちゃんの全裸そそる」

「え？」

　耳を疑ってしまう。俺のどこが？　そう顔に出ていたんだろう。

「万理は全然わかってないんだ」

「あぁ、たしかに」

　わかっていない？　どこがだ？　尋ねようとした瞬間、タケちゃんが指先で俺の裸を撫で、雅さんがその指の行く先を実況して煽ってくる。

「うっすら筋肉のついた腹、ピンと尖ったエロい乳首、細すぎないけど色気のある腰、柔らかくてしなやかな肌、それと、締まりのある小ぶりな尻。最高じゃん」

　言葉で、指先でその箇所をくすぐられ、俺はふたりに視姦されながら、ベッドの上でビクビクと跳ねるほど感じている。

「万ちゃん、トロトロ」

　身体をひっくり返されて、四つん這いにさせられた。でも、もう全身を白濁という媚薬によって快楽漬けにされた俺は、腕で身体を支えることができず、雅さんの胸の中へと倒れ込んでしまう。上半身を支えてもらい、尻たぶを幼馴染へと向けている。

「タケちゃ……」

「ずっとこうしたかったんだ。万理に」

　俺は思うことすらなかった。

　セックスだけじゃない、キスだって、君とできる日が来るなんて想像もしていなかった。大好きな人だけれど、それは完全な片想いであって、こんなふうになれるなんて思いもしなかった。

　雅さんにもそうだ。俺みたいな普通の男に興奮してもらえるとは思えない。好かれるなんて、欠片も想像できなかった。ただ、ふたりを同じくらい好きになってしまった、それだけで、俺はとてつもなく困惑していたんだ。

「ふたりに……抱かれるなんて、ン、あぁぁっ」

「すげぇ、万ちゃん好き」

「ずっと、万理が好きだった」

「あぁぁぁっ。タケちゃんのペニスがっ」

　いくら指でトロトロにされても処女の孔は初めてのペニスに、たとえそれが愛しい人のものであっても、キュッと口を閉じそうになる。でも、雅さんの指先が乳首を摘み、いじり、このセックスには快感しかないと、愛されるんだと教えてくれた。

「あぁぁぁぁっ！」

　指じゃない存在感。手で愛撫した、タケちゃんのあの長いペニスが孔の口を抉じ開ける。ざわめく粘膜を掻き分け、じっくりと白濁の媚薬に蕩けた体内を突き進む。そして同時に雅さんの指で乳首をすごくやらしく嬲られた。取れてしまいそうなほど勃起した乳首をキュゥっと抓られ、あられもない嬌声を上げると、ズンと腹の底をタケちゃんが刺し貫く。

「万理の、中、すごいっ」

「俺も指に絡みつく感触だけで、ヤバかった。これは名器だね」

　褒められて、嬉しさに乳首もペニスも更に硬くなる。扱かれていないペニスはタラタラとカウパーを垂らし、射精でもしているのかと思うほど濡れていた。

「気持ちイイ、万理の中、雅、ちょっと待ってて」

「あぁ」

　頭上で甘いキスの音がする。ふたりのキスはとても美味そうで、つい、俺も口寂しさに。

「あっ！　ちょ、万ちゃん」

「ン、んんくっ」

　目の前にあったペニスにしゃぶりついてしまった。頭上のキスの音はたまに途切れつつも続いていて、俺は雅さんのペニスにディープキスをしながら、身体の奥までタケちゃんのペニスを埋め込まれている。あちこちから濡れてやらしい音がして、もう媚薬まみれの俺は快楽の虜になってしまう。

「ぁ、ぁっ、あ、タケ、タケちゃっ、奥まで気持ちィ、ぁ、長いの、らめっ」

「万理、すごい締め付けてる」

「万ちゃん、鈴口吸って、俺のカウパー飲んで、そ、すげ、上手、ン」

　そしてまたふたりがキスをしている。

「あっ！　あ、タケちゃ、らめ、奥、そんなグリグリしたら、ぁあっ！　あ、またィってしまう」

「イこ？　万理の中でイかせて？」

「ぁ、んぶ、んんっ、雅さ、ぁ、口の中、きて」

「ハっぁ……イくよ、イくっ」

「んんんんぶっ…………っ！」

　喉奥に叩きつけられる雅さんの精液、身体の奥で弾けるタケちゃんの精子。

「ン、ん……」

　三人でするセックスがこんなに卑猥で、こんなに甘くて気持ち良くて、そして幸せだなんて。

「雅さん、今度は、君のを、ここに……」

　四つん這いだった俺はそのままベッドの上に座り、大股広げて、今、長くて熱いペニスにトロトロにされ、やらしい性器となった孔を見せびらかす。

「ここに、雅さっああァァァァっ！」

「万、ちゃんっ」

　形の違うペニス、張り詰めた亀頭で白濁にまみれた孔の口を犯される。押し広げられ、ヌメリで抵抗なく粘膜を舐め広げ、一番奥まで一気に占領された。タケちゃんの吐き出した精子は逃げ場を失い、俺の粘膜に浸透して、更に悦ぶ身体に変えていく。

「あ、ァ、ン、すご、今度は雅さんの、ペニスの形になってしまう」

「万理」

「タケちゃんの長いの」

　濡れたそれを迷わず口に含む。さっきあれほど派手に俺の中で果てたはずなのに、それは萎えることなく張り詰め、全てを頬張ることはかなわないほど。そして、それに喉奥ギリギリまで犯されながら、体内を亀頭が見事に張ったペニスで余すことなく愛された。

　何度も何度も、射精すればするほど、快楽が濃くなって虜になる。病み付きになって、キスに、前戯に、セックスに溺れていった。好きな人とのセックスだからこそ、卑猥でやらしい、直視できないほどに絡まり合う悦びに溢れていた。




　生まれて初めてセックスをした。

「アハハ、やっぱ、このベッドでも男三人だと狭いかもねぇ」

「でもいいんじゃね？　万ちゃんに抱き付けるし」

「たしかに」

　初めて経験したセックスはさんぴーと呼ばれるものだった。

「あ、あの……」

　キスに蕩けて、愛撫に痺れて、我を見失うほど乱れてしまった。もう就寝時間はとっくにすぎている。散々、いかがわしいことをしたベッドはシーツもマットも総取替えをして、すっきり洗いたての良い匂いがする。そこに三人で川の字になり、というか、三人とも身長がほぼ変わらないから、これじゃあ棒だな。両サイドからふたりにぎゅっと抱き付かれている。

「あの、君らはいいのか？」

　やはり部屋は真っ暗だった。正直、苦手な暗闇。

　顔は見えないけれど、空気の流れというか息遣いの変化というかで、彼らふたりが不思議そうにこっちを覗き込んでいる気がした。

「君らは恋人同士だったんだろう？　俺は、その、申し訳ないが、ふたりとも好きになってしまった。けれど、その、この前、覗き込んだ時だって、ふたりでそのセックスを」

「俺は三人がいい」

「僕も、三人でセックスするのがいい」

　真っ暗な中で、ふたりの声、体温、感触に挟まれている。たったそれだけで、この暗闇がまるで違ったものになる。

「三人じゃなくちゃやだよ。僕は万理も雅も好きなんだ。どちらか一方だなんて選べない」

「あぁ、俺も、こんなセックス、したことねぇもん。万ちゃんは？」

「万理はどうだった？」

　あんなに肌に纏わりついて眠りを妨げてくる闇が俺のそばに来ない。ふたりと並んでいると、闇なんて近寄れない。このセックスもそうだった。取り合うのではなく、分かち合って、三人の存在がまんべんなく混ざり合うと、全身が心地良いものに包み込まれた。

「俺は……この三人でするセックスがいい」

　暗闇が怖くなくなる。眠れないほど居心地の悪い闇が、ふわりと和らいで、三人分の穏やかな呼吸が混ざり合い、温かみさえ感じられる。

「大好きなタケちゃんと雅さんとする、このセックスが、いい」

　噛み締めるように告白した。片想いしかしたことがない、全てが生まれて初めての行為だったが、このセックスにぴったりと嵌った。それぞれ違う形をしたピースが嵌り、誰にも理解してもらえないかもしれないが。

「三人でする、この愛の営みがいい」

「……ぷっ、ちょ、万ちゃん、もう寝るんだから笑わさないで」

「う、ん、ぷぷっ、真面目なとこも万理の良い部分ですごく可愛いだけど、シリアスな声で愛の営みって言われると、なんか」

「なっ！　なんなんだ！　だって、そうだろ。セックスは愛の営みだろ」

　うん、という返事がふたりから聞こえた。同時に苦しいくらいにそれぞれの腕に抱き締められて、小さな声が暗闇の中にわずかに響く。

「そうだよ。僕らだけができる愛の営みだよ」

「万ちゃんとタケと俺だからこそできるセックスだ」

　俺達だけしかできない、甘くて、やらしくて、卑猥で、とても幸せに満ちた営みだ。








５　とてもよくお似合いですよ




　何かが変化したらしい。童貞、ではあるのだが、処女ではなくなった翌日、店長に出会い頭、男前になったと褒めてもらえた。色気が増したんだそうだ。増した、というのは不適切だと思い指摘すると、フフンと鼻で笑い、男っぽい指先をヒラヒラ舞うように踊らせた。

　色気が増した、つまりはその前から、セックスを経験する以前から、色気というものがあったことになる。増した、という言葉はそういう時に使われる。だが、俺はそもそも色気を持っていない。平凡、つまらない、真面目、そんな形容詞しか当てはまらない眼鏡男だったのだ。




「お、やっぱ、こっちのほうがいいじゃん」

「あ、あの！」

　鏡の中には雅さんと俺が映っている。彼がいきつけにしている美容院、とは呼ばないのか。ヘアーサロンで彼の知り合いらしい男性が最初から注文を尋ねることもなく、雅さんとだけ話をしつつ、好きに髪を切っていく。俺に任せてと綺麗に微笑む彼にほだされて、のこのこやってきた俺は、最初のひと切りで目玉が飛び出るかと思った。普通の髪型だった。床屋で「短くしてください」と頼めばしてもらえる、一般的な散髪。それがいきなり後ろを刈り上げられて絶句した。カリアゲなど小学生の時以来だった。そしてサイドも短くなる。どんどん、短くなる。ゴールを知らない俺は、このまま丸坊主にされるんではなかろうかと心配するくらい。そして最後はツーブロックとなり、てっぺんの髪を垂らしている。しかも横に流すという、俺に無縁のスタイリングだ。

　髪が長めになっていたのは、前の職場の激務に追われ散髪が疎かになっていたため。くせっ毛なのがコンプレックスで、いつもはクセが出始める前に短く切っていた。至って普通の短い髪だった。それが一変して、困惑しているのは本人である俺だけ。雅さんは手早く出来上がった、俺の髪形を見て満足そうに微笑んでいた。

　次は服だ。いつも着ているシャツ、スラックスを総入れ替えするのは難しい。少しずつ変化させていくとして、とりあえず平凡すぎるネクタイだけでも取り替えようという話になった。

「うん、万理、すっごくカッコいい」

　そうして出来上がった俺を喫茶店で待っていたのはタケちゃんだった。彼は雅さんと一緒に現れた俺を見つけるなり、優しい色をした瞳を輝かせ、蕩けるような甘い笑顔を向けてくれる。

「お、俺が、カッコいい？」

「な？　タケ、見違えるだろ？」

「うん。前の万理でももちろんカッコよかったけどね。本当は僕が万里を変身させたかったけど、こういうのは雅のほうが得意だから」

　いやいや、前の自分、つまりは変身後の自分と比べたら雲泥の差なのは自覚している。ただ、変身後の自分をカッコいいと認めることは難しい。

「万理のクセっ毛、僕、好きなんだ」

「俺も、柔らかくて、指に巻き付けるのすげぇ好き」

　ふたりに溺愛されていると思うと頬が熱くなる。そして、それと同じくらいにふたりを好きでいる俺は、いや、それ以上にふたりを溺愛したくてたまらなくなってしまう。

「このネクタイも良く似合ってる」

　タケちゃんの指がシルクのネクタイを撫でた。たったそれだけなのに、場所が人も多い喫茶店にも関わらず、彼の指先の動きに、経験して間もないセックスの味が蘇る。じわりと身体が反応しそうになる。

「へ、変じゃないのか？」

「全然」

「このクセっ毛、すごく気にしていたんだ」

　それだけじゃない。平凡でつまらない自分をとても気にしていた。彼らふたりに似つかわしくない。告白なんて、畏れ多くてできそうにない。身分違い、のように思えて仕方がなかったんだ。

「すごく好きだよ。万理のクセのある髪」

　その一言でじわりと胸の辺りが熱くなる。髪も顔も、性格も何もかもに自信が持てずにいた俺は、ふたりに手を引かれ、何か別世界へと足を踏み入れたような気がする。

「さ、そしたら、最後はこれだね」

「？」

　一杯のコーヒーも飲み終わっていないのに、タケちゃんに手を引かれ、雅さんに背中を押され、また、別の世界へ俺は行くようだ。




「あら、やだぁ、デートが職場って色気ないわねぇ」

　店長が顔を出した。

「え？　タケちゃん？　ここって」

「最後は、その眼鏡でしょ？　さ、お客様、どれになさいます？」

「……」

　明るい店内でふわりと微笑むタケちゃんに胸がキュンとする。

「お客様なら、スタイリッシュなデザインのフレームがお似合いですよ。この青色のなんていかがです？」

　凛とした雅さんの声に心が自然とつられ、弾む。

　ここで自分が接客されるなんて思いもしなかった。俺の勝手な印象だがきっとそう外れてはいない、この店の販売スタッフのツートップのふたりに眼鏡を選んでもらえるというのは、かなりの贅沢。

「あ、あの」

　だからこれも、とても贅沢な戸惑い。

「とぉっても素敵になったから、店長の私はこれをオススメするわ」

　今日は平日でそんなに混んでいない。スタッフもどこかのんびりかまえていられる雰囲気の中、少し楽しそうに職場で遊ぶタケちゃんと雅さんに店長が混ざった。

「え？　あの、これは俺には派手かと」

　普段はなんの変哲もない眼鏡。黒だったり茶だったり、色に多少の変化はあるが、替えてみても本人でさえ違和感を感じないほど変わり映えしない。

　今、店長が出してくれたのはテンプル、耳にかけるサイドの部分が青色のべっ甲模様で、フレームには同じ鮮やかな青と白のラインが走っている。爽やかで、清々しい印象のフレームは、普段の俺であれば絶対に手に取ることすらしないだろう。けれど――

「ほらぁ、似合ってるわぁ」

「うん、よく似合ってる」

「おっ！　いいじゃん」

　真正面にいる自分は、今までの自分と違っていた。俺には奇抜で最先端に思える髪型をして、地味な紺色をしたストライプのネクタイが、イタリア製のデザインネクタイに変わっている。新緑のように鮮やかな色をしたネクタイ以外、何も変わっていないはずなのに、全てが一心したように感じるほど、俺にとっては驚きの色合い。驚きの髪型。たったそれだけなのに。

「へ、変じゃ……ないのか？」

　違和感なら、もちろんある。今まで視界を四角く縁取っていた黒いフレームが、青と白に変わるだけでこんなに世界は違って見えるんだろうか。鏡の中の自分は伊達眼鏡のせいでぼやけてしまったが、視界を縁取る色が違うのは裸眼でもはっきりわかる。

　そして、タケちゃんと雅さん、ふたりがベッドの中と同じように両側にいて、優しい笑顔を向けつつ、変ではないと首を横に振っているのがわかった。

「ね、万理」

　真剣な声。ぼやけた視界の中で、タケちゃんが真っ直ぐに見つめ、手を握ってくれる。クリアじゃない視界では見たものよりも記憶が優先されるのかもしれない。こんなことが以前にもあったなぁと、急に思い出した。今よりずいぶん背が低い、小学生のタケちゃんが手を握ってくれた時のことを。

「あのね、万理はもっと自分に自信を持ってごらん。君はすごく色々なことができて、すごい人だ。そして優しい。僕は君が大好きなのに、君自身が君を好きじゃない」

　同じようなことをよく言われた。夏休みの自由研究の時もそうだった。なぜ、そんなに恥ずかしがるんだ。一生懸命ひと夏かけて自分の知恵だけで作ったのに、それを褒められて俯いてしまうのはもったいない。前を、周囲を見れば、君を笑顔で迎える人が、褒める声がちゃんと耳に届くのに。

「俺もそう思う。すっげぇ可愛いし美人だし、男前だし、色気あるし」

「み、雅さん！」

　俺には不似合いな形容詞をありったけ並べる彼に慌てて首を横に振った。

「俺とタケがぞっこんなのに？」

　いつも自分に使っていた否定の言葉が続かない。だって、たしかに鏡の中にいた俺は違っていた。消極的な自分はどこにもいなかった。

「どうする？　万ちゃんはどうなりたい？」

「俺は……」

　楽しかったんだ。

　あの、夏の自由研究はたしかに地味だったかもしれない。街中にある不思議スポットやカブトムシやカエル、小学生が好きそうなモノが発見できる場所をたくさん書き込んだ手製の地図。街全体を書けるほど大きな紙は画用紙を貼り付けて作った。折れてしまわないように学校へと運ぶのは一苦労だった。友達もいない俺を見かねて、タケちゃんが運ぶのを手伝おうと言ってくれたのも断った。これは俺の自由研究なのだから、自分で最後までやり遂げなければ意味がないと真面目に考えた。

　人気者のタケちゃんを俺が独り占めすることはかなわない。誰かと遊びに出かける用事なんてない。だから、ひとりで街中を歩いて探索して、メモをつけて、皆が遊べる、探検できるスポットを調べた。

「万理は人を思いやれる素敵な人だ。僕はもっと前を向いて欲しい」

　ふたりの眼差しが俺の背中を押してくれる。

「俺」

　拳にキュッと力を込める。

「この眼鏡、買います」

　他人から見たらただの眼鏡なのかもしれない。でも、平凡眼鏡でしかなかった俺にはこの透けるように爽やかな青いフレームはとても大きな冒険だ。見事な剣をかざして、世界を旅する勇者にでもなったような気分がしてくる。

「ありがとうございます。では、あちらで視力を」

　幼馴染の聞きなれた声のはずなのに、ぴょんと飛び上がってしまう。

「はっ！　はい！」

　シャツもスラックスも変わっていない。変えたのはネクタイだけ。コンプレックスだったクセっ毛を、切るでも、パーマをかけるでもなく、横へと流しただけ。化粧をしたわけじゃない。ただ、いつも使っている眼鏡が黒ブチから、青と白の爽やかな色合いに変えただけ。

　たったそれだけなのに、俺の脚はもつれてしまいそうなほど、前へ、前へと歩を進める。雅さんとタケちゃんが俺を新しい場所へと連れて行ってくれる。




「ね、万理、どっちのだと思う？　今、君のここに、深くまで嵌められたものは」

　ベッドの上に膝立ちとなって、指でじっくり解され、性感帯にまた変えられた孔。そこにペニスがゆっくりじっくり侵入してきたと思ったら、いきなり勢いをつけ、最奥目掛け強く押し込まれた。

「あぁっ！」

　その瞬間、背中がビクンと反って天井に向けて嬌声を吐き出す。きっと、この一突きだけで射精していた。できないけれど。

「あっ、はぁっ！」

　ゴリッと亀頭が前立腺を抉るように中を掻き回して、甘い溜め息が明るい部屋に零れる。きゅうっと孔でペニスを締め付けながら、トロトロに柔らかくされた粘膜でその形を確かめた。

「あ、これ、は……」

　部屋には煌々と明かりが点いているのに、俺は何も見えない。買ったばかりのネクタイで目元を隠されてしまっているから。数本買ったネクタイのうち、今日していた鮮やかな緑色をしたそれで目隠しされ、どちらのペニスかを当てる遊びをしている。甘くて、快楽が絡みつくような卑猥な遊び。でも、これに正解したらご褒美がもらえる。とても気持ちイイご褒美が。

「なぁ、万ちゃん、どっちだと思う？」

「あ、あ、もっ、ダメ、ダメだ！　そんな、されたら、おかしくなってしまう！」

「わからない？　万理、今、君の、先走りダラダラなこれの先にカリ首擦り付けてるのが、どっちのものか」

「あぁぁぁっ！」

　気が狂いそうなほど眩暈がして、買ったばかりのネクタイに快楽の涙が染みていく。閉ざされた視界の中で、性感帯を愛撫する二本のペニスに翻弄される。突き上げに揺れるスプリング、膝立ちじゃ安定しない中で、じゅぷ、ずちゅ、と卑猥な音がする。前ではなんの体液なのかわからなくなりそうなほど、何かが垂れて、きっとまたシーツはびしょ濡れだ。

「な、万ちゃん」

「万理、僕の、わかる？」

　ふたりから同時に耳を攻められて、もう、射精したくて仕方がない。けれど、できないんだ。俺のペニスの根元はきつく指の輪で締め付けられて、射精することがかなわない。昇りつめてしまいたいのに、パンパンに溜まった精液が弾けてしまいそうなのに、快楽は積もり積もっていくばかり。

　早く、早くイってしまいたい。なのに、奥まで掻き混ぜられ、ペニスにペニスを嬲られ、言葉が喘ぎでままならない。

「ぁ、ンっ、中に、はいってるの、がっ、雅さっ、で、タケひゃぁのが今、前っ」

　わかるよ。君たちふたりにいつもたっぷり愛されているから。見えなくても、触れ合えばわかるんだ。

　正解、そう呟く声に身体が歓喜で震えた。

　指の輪が解かれた。そして、孔の奥をガツガツと攻め立てられて、崩れ落ちそうになるところで手首を捕まれた。雅さんに馬の手綱のように引っ張られる。前にいるタケちゃんに上半身を見せつけるような格好で、乳首を強く摘まれた。

「あ、あ、あぁぁぁぁっ！」

　そして、溜まっていた精液と快楽が尿道を勢いよく駆け上がり、鈴口のところで派手に弾ける。飛び散って、顎にまで飛ぶほど、扱かれていないのに射精していた。

「あ……ン、タケちゃ、ぁ、雅さぁ……ン」

「も、万ちゃんエロいよ。イきながら、腰振らないでよ。すげぇ、名器なんだから、俺、また中出しするよ」

「あぁぁっ、してっ、また中で射精してくれ、んん、ンぶ」

「じゃあ、腰振って、雅を気持ち良くしてあげながら、僕のペニスにかけて？　万理のやらしい汁」

　舌にしゃぶりつくタケちゃんのキスに窒息しかけながら、腰をくねらせ、前立腺を張り詰めた雅さんのカリ首で擦る。前では、長いあのペニスに、まだ射精を続けているペニスを添え、一緒に扱いてもらっていた。

「万理、お尻と、乳首でイっちゃったね。気持ち良かった？」

「ぁ、ん、タケちゃんの指で摘まれて、気持ちイイし、中、雅さんのが、いっぱい、あぁぁっ」

　三人がひとつになる。背中をぴったりと雅さんにくっつけながらも、リズミカルに奥を突かれてる。俺の乳首にはコリコリとした粒が擦り付けられていた。きっと、これはタケちゃんの乳首だ。

「タケ、ひゃ、の、乳首、すごいっ」

「絶景。万ちゃん、スケベだな。乳首でタケの乳首突付きながら、っつ、すげぇ、締め付け」

「だって」

「すげ、好き、スケベな万ちゃんも、万ちゃん溺愛するタケも」

「僕も」

　喘ぎがふたりの間に挟まれ、その荒くて甘い呼吸に溶ける。混ざって、悦に浸った感嘆が誰のものなのかもわからない。

「あぁぁっン」

　また込み上げて来る射精感。それは三人同時だ。誰よりも近く、密着して火照った肌はそのうち溶けてしまうのではと思うほどだから、乱れる鼓動も手に取るようにわかってしまう。

「あ、イくっ！　イく！　またっ」

　快楽が部屋に充満していく。

「ん、タケ、大量に出したな、ここ、万ちゃんの腹、ドロドロじゃん」

「あぁぁっ」

　意識がぼやけるのに、どうして性感帯として仕込まれた身体はこんなに鮮やかに快楽を拾えるんだろう。連続で中出しされたあと、ようやく目隠しを解かれた俺の視界には雅さんがいた。寝そべる彼の上に覆い被さり、何度射精しても蘇り芯を保つペニスが、自然と揺れる自分の腰のせいで、雅さんの立派なカリ首にコツコツ触れている。

「今日は、脱童貞もプレゼントだ」

「え？」

「俺の中でイってみなよ」

「え？　あ、あぁぁっ」

「っ」

　初めて知るペニスを挿入した時の快楽。何、これ、ものすごい。きつくて狭くて、中の粘膜がものすごくうねってペニスに隙間なく絡み付く。ものすごい締め付けにじわりと汗が滲んで、脳みそが消えてしまったんじゃないかと思うほど、何も言葉が出てこない。

「っ、万ちゃんのペニス、気持ちイイっ」

「あ、あァ、なっ、ン、これ」

「万理」

　首筋に背後から吸い付かれて眩暈がした。ビクッと揺れて、雅さんの奥へと不器用に突っ込んでしまう。背中を反らし喘ぐ彼に慌てて謝罪しようとしたけれど。

「あぁぁぁっ！　あ、タケ、ちゃ、ぁ、あン、あんっ」

　でもそれは喘ぎで掻き消えた。

「は、ぁっ、すごい、雅、いっぱい、万理の中、に、出したね」

「あぁぁぁん、ン、あ、奥、に、来てる！　そこ、はぁ、ン」

　タケちゃんの長いペニスがすでに中をドロドロにしている白濁のヌメリの中、一気に最奥まで来た。指なんかじゃ到底届かない奥まで熱で埋まる。そして、腰を突き入れられる衝撃で俺はペニスを雅さんの奥へと叩きつけてしまう。

「万理、気持ち、イイ？　雅の中、どう？」

「あ、あ、も、らめっ、イく」

　言葉なんて出ない。熱くて、狭い中を俺のペニスがタケちゃんの律動に合わせて、愛しく美しい人の奥まで掻き乱しているんだ。気持ち良くないわけがない。






[image: ]







「好、きぃ、タケひゃん、も、ぉ、雅、さん、も、好きっ」

「万ちゃん、俺の中に精子出せよ」

「万理、の、中に、僕のも出していい？　雅のと混ざり合っていい？」

「あ、あ、あ、ぃく、イく、射精、す、るっ」

　タケちゃんの精子が最奥に届いた瞬間、その熱さと最後のひと挿しといわんばかりの強さに、びゅくっと頭の中で音がした気がするほど、雅さんの中で達っしていた。




　誰かが覗き見ていたら、その瞬間、心が蕩けてしまうほどに、やらしい交わり。俺達だからこそのセックス。

　あんなに普段は美しくて凛とした男達が、ベッドの中でだけ、淫らな獣になって絡まり合う。その悦びに、熱に、身体が満たされて溢れるほどの幸福。そんなセックスが繰り広げられたベッドは、情事が終われば、欲情が身体の内側に隠れて居眠りでもしているかのように、穏やかで温かい寝床に変わる。そして、ここでしか味わえない満ち足りた気持ちに自然と笑みが零れる。

「ふふ、俺の初めては全て君達ふたりだな」

　この二種類の幸せは同じ恋心から生まれている。嬉しくて、今日一日のデートとセックスに疲れたふたりの寝息を聞きながら、もうすっかり好きになった何も見えないほどの真っ暗闇の中、目を瞑り、俺も甘い眠りに身を委ねた。









６　ご遠慮ください




　俺が接客業なんて絶対に無理だと思ったんだ。引っ込み思案で、友達なんていなかった俺が、フロアに立つなんてできるわけがないと思っていた。だって、彼らのような笑顔も優れた会話術も俺にはないから。

「そうですね、これよりも度の軽いもののほうがお客さまに合うと思います」

　にっこり笑顔なんて絶対に不可能なことだと思っていた。




　三人で食卓を囲む。この時間もたまらなく好きだ。

「万理は接客上手いと思ったよ」

「俺も。親切だし、よく気がつくし、何よりそのルックスが」

「君らふたりのほうがよっぽどじゃないか」

　きっと、今の俺はひとりで食事をすることに耐えられないだろう。彼らと囲む食卓は温かく、どんなに失敗した不味い料理だとしても、高級レストランに負けない美味いものに変わってしまう。だから、ひとりでは味気なくて、もう食べられそうもない。今だって仕事の話や他愛のない会話をしつつ、あっという間に食べ終えてしまった。

「明日からだっけ？」

　皿を流しに運んでいると、テレビをつけるためにテーブルを離れた雅さんがいきなり尋ねてきた。

「え？」

　食後はいつもまったりとソファに寛ぎ映画やテレビを見ている。そのテレビ画面を彼が指差す。

「この子、アイドルのリズだっけ？　明日、うちの店に来るんだろ？」

　そんな話を店長がしていたっけ。どうしてうちの店で？　と疑問に思ったんだ。うちの眼鏡屋は大きな店ではない。駅前にはあるけれど、一応、全国チェーンの店ではあるけれど、バンバン広告を出しているような有名どころではない。そんな決定打に欠ける眼鏡屋が今回、企業として大勝負に出た。

　リズという、今、人気急上昇のアイドルを眼鏡のイメージキャラクターにして、大規模な宣伝する。ハツラツとした彼女に眼鏡をかけてもらうことで、真面目で堅物、つまりは以前の俺のような、眼鏡の持つイメージを払拭する。その足がかりとして、彼女が明日、うちの店舗へとやってくる。

「一日店長って言うけど、いるの数時間だろ？」

「仕方がないよ。売れっ子アイドルなんだから」

「アイドルねぇ。俺は万ちゃんのほうが数倍可愛い」

「へ？」

　皿を流しに運んでいる最中にそんなことを言われて、落として割ってしまうところだったじゃないか。「おっとっと」と呟きながら、手の中から逃げ出そうとする皿を必死に捕まえた。

「か、可愛いって……俺は」

　リズというアイドルはたしかに可愛い。クリクリとつぶらな瞳に長い睫毛、赤い口紅をして今時の可愛らしい女の子だ。

「俺は、タケちゃんと雅さんのほうがいい」

　可愛いけれど、俺にはこのふたりしか見えない。どんな大人気のアイドルも女優もモデルも、彼らふたりの前では霞んでしまうし、俺の視界に入り込めない。彼らしか見えない。それほど彼らのことが好きだ。

「俺も」

「僕も、万理のほうが可愛い」

　ゆっくりと近付いてきた雅さんと、隣にいたタケちゃん、交互にキスを交し合い、甘い音を聞いて聞かせていく。ただのキスなのに、ほら、三人ならこんなに甘い食後のデザートになってしまう。

「好き」

　そう呟いた声がキスと混じり合い、ゾクリと肌を色付かせた。




「はぁ、すっごい疲れたぁ、脚がむくむぅ」

　リズは店長室のソファにどかっと座り、十センチ以上はあるだろう高いヒールの靴を履いたまま、細い身体を横たえた。店内は白を基調としている。だから店長室も白、ソファも白。そのソファの足元にヒールで蹴った後らしき汚れがついている。

　店長はリズの横柄な態度が我慢ならず、何度も噴火しかけたため、タケちゃんが宥め役となり外へ連れて行った。そうでもしないと金切り声を上げて、この二重人格アイドル、リズに詰め寄ってしまう。雅さんも彼女が気に食わない。初対面なのに、会ってすぐフンと鼻を鳴らし笑う彼女に切れて怒ってしまったため、退場。他にも数名スタッフはいるが、彼女に仕事の説明をする役はなぜか俺になってしまった。

　一日店長とは名ばかり。数時間、店の中をウロウロしているだけ。今朝、ぞろぞろとスタッフを連れ立って来店し、数枚、眼鏡屋での様子を写真に収めると、また休憩となった。

　休憩なら三十分前にとったじゃないか。人前ではあんなに明るい笑顔を見せるのに、それは仮面、作り物だった。ソファに座った途端、文句を言うのが止まらない。

「リズ、メイクし直します」

「あ、うん」

　ゴロ寝をしていた彼女がムクリと起き上がる。女の子なんだからメイクをこういう合間に直すのだろう。と、思ったのに、彼女は俯きながら、自分の脚をメイク担当のスタッフへと放り出す。

　何をしているんだ？

　一瞬、メイクさんを蹴るのかと思ったけれど、そうじゃない。彼女の細い足首の辺りにメイクさんがファンデーションを塗り直している。そんなところのメイクも直すのか、風呂が大変そうだな。

「ねぇ、ねぇ、まだ、何かやらせるの？」

　彼女がチラッとこっちを見上げる。じっと見すぎていたんだろう。少しだけ彼女の視線が険しさを増して、俺も慌てて目を反らした。視線を合わせるのは元から好きじゃない。外で、顔だけ知っている同級生に会うと迷わず知らないフリをしていた。

「ねぇ、次、何？」

「はい、次はレジ打ちです」

「……めんどっ」

　わざと、露骨にイヤそうな顔をする彼女にかまうことなく、レジの手順を教えていく。本物の客に本当のレジ打ちをするわけじゃない。あくまで形だけ。スタッフが客のふりをしてレジに行き、そのカウンターの一番近くにいたリズが会計をするだけ。

「とても簡単なので大丈夫ですよ」

　彼女が睨むくらいじゃ俺の心は乱れない。面と向かって「あんたはつまらない」と断然されたことが何度もある俺には、その程度の睨みじゃ、ムッとすることすらない。ニコッと笑い、レジ打ちの概要を簡単にまとめた写真つきの手順書を渡す。それすら受け取ろうとしない彼女へ一枚ずつページをめくりながら、できるだけ簡潔にわかりやすく口頭でも説明してあげる。

「ね、あんた、綺麗な顔してんね」

「え？」

　睨まれるのには慣れていても、そういう言葉には全く慣れていない。

「そ、そんなことは」

「うわぁ、可愛い！」

　頬が熱くなったから、きっと赤くなってしまったんだろう。彼女はつい数秒前まで見せていたダルそうな表情を引っ込めて、ケタケタと笑い出した。俺が可愛いわけがないと思いつつ、それを否定する間もくれないほど、大きな声で笑っている。脚をバタつかせているせいで、また白いソファに彼女のヒールでキズと汚れがついてしまう。笑うにしてもせめてじっとはできないものかと、意見しようと思った時だった。

「決めた！　ねぇ、私、この人と一緒にいる」

「へ？」

「ね、いいでしょ？　マネージャー」

　いいわけないだろう。俺には仕事がある。一緒にいるって、子どもじゃないのだから。

「仕方がないですね。ここの社長に頼んでおきます」

　そんな我儘が通るわけがないと思った。だが、そんな我儘は一本の電話で片付いてしまい、そこから俺はリズの横にボディガードのように付き添わなければいけなくなってしまった。




　店内に一歩踏み入れれば、本当に見事に可愛いアイドルに変身する。

「はぁい、ありがとうございましたぁ」

　あんなにダルそうに投げ出していた細い脚が跳ねるように、踊るように店内を走り回る。

「もぉ、耐えられない！」

　けれど、売り場から出てしまえば、そこには悪態をつくことしかしない、アイドルの顔は欠片もない彼女がいる。

「眼鏡とか、リズのイメージに合わなくない？　それに、何？　一日店長とかさ」

　この文句は裏へ戻れば延々続くのだろうか。ソファーだって、店長が見たら残念がるだろう。それでも彼女には高額の依頼料を支払っているだろうから我慢するしかない。

「あと、一時間です」

　そうか、あと一時間で、この性格のよろしくないアイドルとはお別れか。ジュースが飲みたい、マッサージしろ、暑い、寒い、疲れた、そんな文句もあと一時間の我慢だ。そう思い、内心ホッとしていたのに。

「はぁ？　あんたと一緒にいるって言ったじゃん」

「え？」

「ほら、次は取材だって」

　一時間どころじゃない。一日店長を終えたあとも、俺は同行しなければいけなかった。




「おかえり。大変だったんだって？」

「あのブスアイドル、なんなんだよ！」

　玄関を開けてすぐ、ふたりが俺を両サイドから抱えるようにしてくれる。その腕へ素直にフラフラと倒れ込む。

「お、おつ、おつかれさま」

「いや、お疲れなのは万ちゃんのほうでしょ」

　今日一日で何度その言葉を口にしたかわからない。彼女のマネージャーと一緒になって、仕事に一区切りがつくたびに挨拶をしていたせいで、自然と口をついて出てきてしまった。

　時間はすでに十二時をすぎている。彼女はこの時間までずっとあっちだこっちだと仕事が詰め込まれていた。初めて知る、人気アイドルのスケジュールは壮絶なものだった。

「つ、疲れ、た」

　あんなに大勢の人間にたった一日で遭遇するのか。その全員へ笑顔を向けて挨拶をする。その忙しさはタケちゃん達が休日に大勢のお客さんに囲まれている時以上の忙しさだった。それはそうだろう。彼女は人気急上昇中のアイドルなのだから。それにほぼ一日中付き合わされてたのだ。

「今日はもう寝ちまえ」

「う、ん、そうさせてもらう」

「マッサージしようか？　ちゃんと真面目に」

　それはとてもありがたい。けれど、明日が早いんだ。

「ありがとう。でも、シャワー浴びないと、明日は六時に出るから」

「は？」

　明日も同行するんだそうだ。リズのマネージャーさんがしれっと涼しい顔で、社命だそうですよ、なんて言っていた。彼女の詰まりに詰まった過密スケジュールに全て付き合わなければいけなくなった。少なくとも、一週間後にある、わが社の眼鏡宣言勝負、の大一番。ポスター録りの日まで。その撮影は二日間もある。初日は外で。二日目は俺の勤める店に舞い戻り、店内での撮影となっているらしい。この二日間までは絶対にあの我儘アイドルリズの機嫌を損ねてはならない。それが俺の使命となってしまった。

　店長からもっと上の経営者へ、俺への社命を取り消してもらえるよう頼もうとするふたりに、心配をかけまいと、笑顔で制す。

　大変だけれど、本当に大丈夫だよ。引っ込み思案だった俺は誰かに期待されることはなかった。目立たずひっそりと日々過ごしてばかりだった。期待されないのだから活躍もしない。

「頑張ってみたいんだ」

　そう思えるようになったんだ。君達が認めてくれたから。いつも俯いてばかりだった俺を変えてくれたから。今、ここだと思う。その変化を見せられるのは。前の自分なら絶対に逃げていただろう。なんで俺が、と内心ブツブツ文句を垂れていただろう。いや、そもそも彼女の目に留まることすらなかったはずだ。アイドル、クラス一の人気者、そういう類の人間と関わることなど皆無の存在だったのだから。

「頑張るから見ていてくれ」

　ちゃんと俺は変われたから、それを君達に見せたいんだ。

　けれど、俺はまだ知らなかった。リズに同行した初日のスケジュールはまだマシなほうだったと。まさかこんなに過密だなんて、この時はまだわかっていなかった。




　スタジオっていうのは酸素が薄いんだろうか。

　大勢がそれぞれの役割をこなしている。この区切られた空間であっちこっちと目まぐるしく動いているのを、隅で見学しているだけで目が回りそうだ。彼女はこんな中で毎日を暮らしているのかと驚いてしまう。今日はドラマの撮影らしい。恋愛ドラマなんて、まだ彼女の年齢では早すぎるんじゃないだろうかなんて、いらない心配をしてしまったけれど、彼女は主人公ではなくヒロインの妹役だった。

　見てないわけ？　なんて驚かれてしまったが、男の俺が恋愛ドラマを毎週欠かさず見ているほうがおかしい気がすると呟くと、リズは大笑いしていた。

――私も恋愛ドラマなんて、ちっとも興味ない。

　大笑い直後、そう彼女がひとり言のように呟いた。

　逆に、彼女は興味を持っているべき年齢のような気がするが、この忙しさじゃ一時間、ドラマを見るような暇もないだろう。

「美人がいっぱいでしょ？」

「え？」

　目まぐるしい人の動きを眺めていると、本当にクラクラしてしまうから、ボーっと焦点をぼかして、タケちゃんと雅さんのことを考えていた。

「あんた、カッコいいけど、ここじゃザラなんだからね」

「別に俺は……」

「巷でチヤホヤされてたってここじゃ、たいしたことなんだから。見た目なんてさ」

「……」

　たしかに、このスポットライトの下にいる人は美男美女が多いだろう。

「ほら、あんたの店に、ふたり美形がいたでしょ？」

「え？　あぁ、タケちゃんと、雅さん？」

「あーんなの、あんたもそうだけど、ここじゃそのレベルゴロゴロいるんだからね」

　パラパラ台本をめくりながら話す彼女の頭の中に、その台詞は入っているんだろうか。次は本番っていうやつだ。今さっき行ったリハーサルを本当にカメラで撮影する。

「レベルなんてものは関係ない」

　ポツリと、けれど、しっかりと反論した。引っ込み思案で、人見知りの、この俺が。

　本番行きます、という声にリズが腰を上げた。またスポットライトの中へ戻らないといけない。

「彼らふたりは別に外見だけが綺麗なわけじゃない。とても凛とした素敵な人だ」

「なにそれ、よくそんなことを恥ずかしげもなく」

　スタッフがリズを呼んでいる。

「彼らは心が綺麗だから、あんなに美しいんだよ。それが本物の綺麗な人だと思う」

「……」

「だから、俺はここにいる美男美女の誰よりも、彼らふたりが美しいと断言できる」

　リズがこのシーンで言う台詞はなんだっただろう。たしか、そうだ。

「はっ恥ずかしい奴！」

――どうせ、私がどんなに頑張ったって、お姉ちゃんみたいになんてなれないんだよ！　人気者になんて。

　そう言って泣くシーンだった。完璧な姉に憧れる妹の役。健気で可愛らしい頑張り屋な妹が、叶わない恋に、つい本音を零してしまうシーン。

　リズはまだ話したいようだったけれど、何度もスタッフに呼ばれて、慌てながらスポットライトの下へと向かう。そこには我儘を言って、タケちゃんと雅さんを困らせたアイドルではなく、本当に健気な少女がいる。

　用意、アクション！

　その声と共にシンと静まり返り、ドラマの本番が始まった。

　ふたりのことを話していたから、つい思い出して恋しくなってしまった。あぁ、タケちゃんと雅さんに会いたいなぁ、なんて切に願ったら、カメラが回っている最中だというのに、声に出して呟いてしまいそうになり、ぐっと堪えて胸の奥に押し込む。

「……」

　押し込めれば、押し込むほど、恋しさに焦がれて、会いたくて、ふたりのいる眼鏡屋に戻りたくて仕方がなかった。




　ふたりにまともに会えないまま数日が嵐のように過ぎていく。こんな華奢な女の子がこれを毎日こなしているのかと想像するだけで、げんなりしてしまう。撮影の合間の休憩などは、プロデューサーなどが声をかけてくることもあるため休んだ気がしない。分刻みのスケジュール、移動の車内が貴重な睡眠時間であり、休憩時間。一日店長の仕事は規模が小さく、スタッフが少なかったため、彼女がぼやく隙があったんだ。スタジオではそんな余裕はない。だからこそ、マネージャーはうちの店で好きにさせていたのかもしれない。彼女は横柄なんかじゃなかった。もっとすごい我儘ばかりを言う人間はここにわんさかいた。

　リズはたしかに可愛い。アイドルなのだからそりゃ可愛いだろうが。この業界は不思議だ。数え切れないほど美男美女がいる。無名ながら、驚くほどの美人があちこちにいる。その逆に、俺に言われたくないという話だろうが、テレビで見たらなんて可愛いんだと溜め息を零すような女性が、素顔だと、まぁ、つまりはその、そこまでではなかったり。

「さっき、大丈夫だったか？」

「え？　あぁ、大丈夫、いつものことだもん」

「……」

　いつものことって、廊下ですれ違うだけで、隣にいた俺ですら悲しくなるようなことを、冷たい声で吐き捨てるように言われたんだぞ？　それも、二度、別のアイドルから。あれじゃ、いじめだ。最近、人気急上昇だからって、あんな目の敵にすることないだろうに。

「気にしてらんないよ」

「俺は、あのふたりをテレビで見かけたら、もう応援しないと決めた」

　本当にささやかで、なんの効力もない抵抗だけれど、それでもあんなことを言われる筋合いはない。リズは、最初こそ悪い印象ばかりだったが、彼女は頑張っている。

「ぷっ！　アハハ、ありがと」

　とても可愛い笑顔だった。カメラの前で見せる完璧な笑顔と違って、眉が八の字になり、すごく表情が柔らかくなる。そういう笑顔をもっと見せてやればいいのにと、素人考えだが思ってしまった。

　性格は顔に出る。だから、この数日でちらほら遭遇した意地の悪い彼女達は必ずそのうち人気がなくなる。リズはきっとこれからどんどん人気者になるだろう。だって、その証拠に俺はたった数日で、初日に持った悪い印象を払拭できたのだから。彼女に頑張って欲しいと思っているのだから。

「今、ここが頑張り時なんだってさ」

　心の中で応援していたら、ぽつりと彼女が呟いた。

「今、踏ん張れば、人気アイドルになれるんだって」

「……」

「でもさ、もう、疲れた、メンドい、うっざい、そうとしか思えないんだよね」

　俺にはどんな言葉をかけたらいいのかわからなかった。彼女は朝から夜遅くまで走り回って、声をかけられればスイッチが切り替わった人形のように完璧な笑顔を向ける。それはとても疲れるだろう。この仕事を頑張ってるだけなのに、あんな悪態までつかれて。

「……自分で選んだのに」

　椅子に座って、お茶を少し飲んで、でもまたすぐに彼女は呼ばれてしまう。たった今、座ったばかりなのに。

　酷いことを言われたのに、それを億尾にも出さず笑っている。こんなに小さくて華奢な女の子なのに、なんて強いんだろう。でも疲れてしまいそうだ。

「私、ちゃんと変われてるのかな」

　ぽつりと彼女がそんなことを呟いたけれど、その声はとても小さく、俺でもやっと聞き取れるほど。彼女は俺へ話したのではなく、もしかしたら自分自身にそんな疑問を投げ掛けていたのかもしれない。でも、その疑問の答えを探す暇などないんだろう。その後、慌てて向かった、目が眩みそうなフラッシュの中で、ずっと、完璧な笑顔を向け続けていたから。




「おい、マジで、大丈夫かよ。万ちゃん」

　フラフラする。もうさすがに限界。激動の数日間で疲れきった俺はもう擦り切れてヘトヘトだ。久し振りに二人の顔をまともに見られる時間内に帰宅できた。ずっと、午前さまギリギリだった。それでもいつも待っていてくれる。ふたりにこの前、こっちの気が休まらないから、ちゃんと休んでくれと願い出た。けれど、やっぱり寝ずに待っていてくれるんだ。

「う、ん、でも大丈夫。明日で開放されるから」

　ふたりに夜更かしさせてしまうことももうない。今日は外でのポスター撮りだった。わが社の眼鏡をアピールするポスター。往復の移動時間は眠れたし、撮影だけで終了した。

「つか、なんで万ちゃんがそこまでやんなくちゃいけねーんだよ」

「僕もそう思うよ。彼女の機嫌取りをやれって言われたとしても、そこまでずっとくっついてることないじゃないか」

　あぁ、ふたりとこうして話すのも久し振りだ。タケちゃんの言うとおりだよ。別にそこまで律儀に全部に同行する必要なんてないだろう。けれどリズは俺がトイレに席を離れでもすれば途端に探し始めるんだ。

――トイレに行っていたんだよ。

　そう説明しても、膨れっ面だった。どうしてこんなに俺に固執するのだろう。リズのあの執着は友達へ向けるような。いや、それとも違う気がする。置いて行かれるのを嫌がる子どものようだ。

――ちゃんと同行しなさいよね。あんたがバックれたら、私、あんたんとこの仕事ドタキャンするから。あんな仕事、マジで全然したくないんだからっ！　眼鏡のイメージキャラクターなんて。

　一日店長の日はスケジュール的には楽なほうだった。そこからの数日間のほうがよっぽど大変なはずなのに、その間の彼女は文句を言わない。言う暇がないんだと思っていたがそれだけじゃない気がする。なぜなら、今日のポスター撮りはまた不機嫌で、屋外撮影のみという、比較的楽なタイムスケジュールだったにも関わらず、かなりイライラしていた。明日の店内撮影だって、やりたくないと露骨なほど顔に出ていた。

「明日、終わればいいんだ。だから」

　沼に沈むかのように身体がずっしり重くなり、横になったっきり、もう起き上がれそうもない。

「おやすみ、万理」

「しっかり寝とけ、万ちゃん」

　ふたりにそっと優しく頭を撫でられる。なんて幸福なんだろう。彼らの体温に少しでも触れながら眠りにつけるなんて、それだけで疲労が吹き飛んでくれる。もっと、たくさんふたりの体温に触れられたらいいのに。

「みや、び……さ……タケ、ちゃん」

　もうダメだ。優しい指先に髪をすかれて睡魔に勝てない。リズに同行してから、ずっと。

「おあずけ……も、ぉ」

　ずっと、触れていない。触れたい。そう思いながら意識がどんどん薄れていく中、お預け食らってるのはこっちだって声が聞こえた気がした。




　一週間ぶりの職場だった。けれど撮影は店が開店する十時よりも前、早朝に行われる。だから、懐かしい気さえする店内には雅さんもタケちゃんもいない。いるのは現場を見守る店長くらい。

「あんなにブー垂れた顔して、ポスター取れるのかしらね」

　リズの不機嫌は最高潮だった。ずっと眉間の皺が深く刻まれたまま。

「大丈夫ですよ」

　けれどマネージャーさんが眉ひとつ動かさず静かに見守っているから大丈夫なんだと思う。あのマネージャーさんは優秀だから。彼がリズを誰よりも理解し、彼女の変化を敏感に察知していると数日同行しただけでわかった。

「そういうもんかしらねぇ」

　店長の心配を余所に仕事は淡々と進んでいく。眼鏡を手に取り、ポーズを決めて微笑むリズがパシャパシャと鳴り止むことのないシャッター音の中、何枚も何枚も写真に収められていく。撮影はリズの機嫌に関係なく順調に進められていると思った。

「リズちゃーん！　こっち、向いて」

「あっ！　カメラマンさぁん」

　リズが何か面白いことでも思い付いたかのように、パッと表情を変え、軽い足取りで俺の元へと歩み寄る。

「リ、リズ？」

「ね、プロデューサーさん！　これ、カップルで眼鏡を選びに来てるっていう設定はどうです？」

「え？」

　目玉が飛び出てしまうところだった。

「リズちゃん、それもいいんだけどさぁ。君のカラーにはまだ合わないんじゃないかなぁ」

「えぇ？　そっかなぁ。この人、イケメンだしぃ」

　今度はプロデューサーとカメラマンの目玉が飛び出てしまう。この人というのは、俺のこと、なんだろうか。俺の腕にリズが両手を絡めてじゃれ付きながら言っているから、きっとそうなんだろう。いや、どうなんだろう。

「あの、俺はただの眼鏡屋の店員なんだが」

「イケメンじゃん」

「そういうことではなくて」

　何を言っているんだ、この子は。いきなり飛び出た突拍子もない発言に周囲は困惑するばかり。機嫌を良くはしゃいでいるのはリズだけだ。

「あ、あのね、リズちゃん、君の相手役だとしたら、もっとちゃんと相応しい相手じゃないと。彼、もう大人だよ？　一般人だし。若手のモデルとかじゃないと、事務所だってね。君、今、売り出し中のアイドルなんだから」

「大丈夫だって！　ね？　あんたもそう思うでしょ？」

――今、ここが頑張り時なんだってさ。

「リズ……」

「いいじゃん、いいじゃん、今、素人でもイケメンだとか騒がれたりしてるじゃん。リズだって、そんなもんと変わんないでしょ」

「いやいや、君は今が一番大事なアイドルなんだから」

「えぇ？」

――私、ちゃんと変われてるのかな。

「リズ」

「でもぉ」

「リズ、君は眼鏡をかけてる自分が大嫌いだったのか？」

　ぽつりと呟いた言葉に彼女がピクッと反応して、動きを止める。俯いて、さっきまで周囲に見せていた完璧な笑顔を隠してしまう。

「君はもしかして」

「いいでしょ。別に。あんたみたいな人間にはわからないよ」

「リズ？」

　声が震えていた。絡まるように抱き付いていた俺の腕を放り出し。悪態ばかりを呟く声よりももっと低い、苦しそうな声。

「あんたみたいな人間に、私みたいな人間のことなんてわかるわけないじゃん！」

　顔を上げた彼女は大きくクリクリとした愛らしい瞳を震わせ、涙をいっぱいに溜め込んでいる。

「眼鏡なんて大っ嫌い！」

　あぁ、あの足元に点々と残る小さな痣の理由がわかった。最初、なんなのだろうと、彼女に何かよからぬことでも起きているんではないかと心配したけれど、あれはそうじゃない。あれは彼女が大嫌いな眼鏡をかけずにすごす中、視界不良のためどこかしらにぶつけてできた痣。仕事中はコンタクトなんだ。この至近距離にくると大きな瞳にレンズがくっついているのがわかる。日中はそれでよくても、寝る直前くらいはどうしたってコンタクトのままではいられない。でも眼鏡をしたくなくて、裸眼のまますごしているんだ。眼鏡をした自分を見たくなくて。戻りたくなくて。

「平凡眼鏡、つまらなくて、ダサくて、暗い子。地味で、友達なんて全然いなかった」

　彼女が呟く人物像はそのまま俺自身だった。

「それを変えたくてせっかくこの世界に飛び込んだのに、すっごい頑張って、緊張で死にそうなくらいなのに、それでも変わりたくてやってんのに、なんで、ここで眼鏡キャラみたいなことしなくちゃいけないのよ。なんで、昔の私をここで晒さなくちゃいけないのよ……イヤ、なのに」

「リズ……」

「あんたみたいな奴にはわかんないでしょ。地味な人間のことなんて。変えようって、変わりたいって思うこと自体が大変だ、なんて」

　涙を堪えて、華奢な肩をきゅっと竦めている。

　どれだけ緊張するのか、俺が一番よく知っている。いや、どうだろうか。知らないかもしれない。俺ひとりじゃ、きっとそのまま地味で平凡な眼鏡男のままだっただろう。彼女は俺よりずっと強い。

「俺は君と同じだった」

　俺を見上げた彼女の瞳に零れ落ちそうなほどの涙が溜まっている。

「俺は友達もいなくて、地味で、つまらない男だった。周囲からそう言われることにも慣れきっていた」

「でも、あんたは」

「これはある人が、変えてくれたんだ。変わるきっかけを作ってくれた」

「友達？」

　ゆっくりと、でもたしかに首を横に振る。

「とても、とても大切な人だよ。大好きな人だ」

　そう告白をした時、店のスタッフ専用入り口から雅さんとタケちゃんが入ってきた。動揺が店内に満ちていたんだろう。ふたりはその中央で話し込む俺とリズを少し不安そうに見つめている。

「だから、彼らの前で不義理なことはできない。君と演技だとしても、ド素人の俺には恋人のフリはできないし、その姿を見せるわけにはいかないんだ」

「え？　彼？　あの、見せるって、もしかして」

　眉を思いっきりひそめて、彼女の視線がゆっくりと店内端、俺の背後でこの現場をワクワクしつつ見守っていた野次馬な店長へ向けられる。俺の恋人と間違えられて、まんざらでもなさそうに「あら、まぁ」と照れて笑っている。

「や、あの、店長では」

「ちょ、あんたって、ゲイなの？　やだ、ゲイ？　嘘でしょ？　やだ、男同士とか、そういうの、っつかさ、あんた、さっき、彼らって言ってなかった？」

　彼女の視線が一瞬で険しいものになる。同性愛ってだけで拒否の反応を示す人間はたしかにいるだろう。そこに「彼ら」という言葉が付け加えられただけで、この関係性は同性愛という以上に理解しがたいものになる。そんなことは俺にだってわかっている。

「リズ」

　わかっているけれど、嘘をつきたくなかったんだ。彼らを本当に真剣に好きだから、隠したくなかったんだ。ずっと、自分の殻に閉じこもり、「自分なんて」と呟いてばかりだった俺を変えてくれた、奇跡のように素晴らしいふたりのことで、他人に引け目を感じるものは一切ない。

「やだ、ゲイとか」

「おい、あんた」

　久し振りに耳朶をくすぐる、凛としてよく響く雅さんの声。

「それ以上、万ちゃんを傷付けるようなこと言ったら、いくらアイドルだろうと容赦なく引っ叩くぞ。女だからって手加減すると思うなよ」

　ふわりと頬を指先で撫でられて、その体温の甘さに素直に顔が熱くなる。

「僕らの万理をいじめるのなら、しっかり倍にして仕返しさせてもらうからね」

　優しく包み込むようなタケちゃんの声。そして、あの羽毛のように心地良い掌がぐっと俺の腰を抱いてくれる。

「リズ、俺のことを悪く言うのはかまわない。理解できない人もたしかにいるだろう。でも、彼らは本当に素晴らしい人たちなんだ。そこだけは否定しないで欲しい」

　俺は真っ直ぐ、同じような過去をもつ彼女へと話しかける。

「君はとてもえらいと思う。俺は数日同行しただけで君の大変さがよくわかった。とても辛いだろう。でも、君ならできるよ。自分で自分を変えようと思えた、その一歩を自ら踏み出せた君なら、迷わないで進めるはずだ」

「な、なによ、あんたになんて」

「眼鏡だっていいんじゃね？　万ちゃんのクソ真面目な時も俺はすげぇ好きだったし」

「僕もそうだな。今の万理はたしかに素敵だけれど、だからって、前の万理が見劣りしているわけじゃない」

「この人が私と同じ、地味眼鏡……だったの？」

　静かに頷いた。

　大事なのは外見じゃなくて、前を向いて歩けるということなんだ。そのきっかけが外見の変化だった。俺もリズも。そしてそのきっかけを自力で作った君はとても強い人だ。尊敬する。

「リズの眼鏡は可愛いと思うよ。君は君自身をもっと可愛がっていい。もっと素直になっていい。誰も君を否定しない。君自身も眼鏡をかけた君を否定しない。もう、足元が見えないまま歩いて痣を作ることはないんだ」

　こんなに強くて素敵な人だから、人気アイドルになれたんだと思うよ。顔の可愛さだけでなれるものじゃないと、この同行した数日でわかった。可愛い顔した女性も美人もたくさんいるけれど、それだけじゃ人には好かれない。そして、そのことを教えてくれたのは君なんだよ。このふたりにどうして俺なんかが好かれているのか、その理由を。

　俺の言葉に、彼女がフワリと力を抜いたような気がした。綺麗にファンデーションで隠してあるけれど、いつくもある足元の痣。そんなことをしてまで無理をする必要はない。眼鏡をしていたって、君はちゃんと変われている。君は眼鏡をしていてもちゃんと前を向いて歩いていける。

「そういうことです。リズ」

　今まで一言も彼女の言葉を遮らなかったマネージャーが初めて口を挟んだ。

「眼鏡は真面目なイメージ、それを貴方なら払拭できるからオファーが来た。それだけで聡明な貴方にはわかるはずです。今の自分がちゃんと見えましたか？」

　その言葉に彼女は小さく頷く。そして、次、顔を上げた時には涙は消えていて、代わりに完璧以上にキラキラ輝く笑顔があった。








７　ありがとうございます。またのお越しをお待ちしております。




　リズのポスター撮影は順調に進んだ。彼女は大嫌いだった眼鏡をかけて、大人気アイドル、リズとして輝く笑顔を見せてくれていた。撮影が終わったあと、俺のところへやってきて。

――ありがとう。これから頑張る。

　スーツのジャケットの裾をちょんと引っ張りながら、頬を赤くして、そんなことを呟く彼女はとても愛らしかった。




「ん、ぁ、タケちゃ、ん、雅さんっ」

　自分から服を脱ぎ、何度も濃密に交わった大きなベッドの上を舞台のように、ひとり、そこで脚を開く。

「寝、なくて、いいのかよ」

　声が熱っぽく掠れている雅さんをチラッと見上げた。男の顔をした彼がじっとこっちを射抜くように見つめている。端整な顔立ちの彼が発情し、乱れた様子に、一瞬で身体が熱くなる。

「万里、疲れ溜まってるだろう？」

　優しくふんわりとした響きのあるタケちゃんの声は、欲情した時、甘く変化する。そしてその声に、身体の奥がジクジク痛いくらいに感じてしまう。

「へ、いき、俺っ」

　社からの使命をしっかり果たした俺は、明日、休暇をもらえた。そしてふたりは遅番。しかも平日。出社して帰るまで、めまぐるしい忙しさってほどでもない。だから、今日、三人で夜更かししても大丈夫なはず。我儘かもしれない、今までだったら、こんなこときっと、できない。

「ふ、たりに、ずっと触っていないんだっ、だから、お願いだ」

　そそくさと服を全て脱いだ俺と違い、まだ仕事から帰ってきたばかりのふたりは、スーツを着たまま。スーツと全裸なんて、ものすごい温度差だ。ふたりを見つめながら、見せ付けるように脚を広げ、あらぬ箇所を晒す。まるで変態だろう？　美しく、見ているだけでゾクゾクするような男ふたりに、鮮やかなフレームの眼鏡だけを残し、全裸の男がひとりで股を広げ、性器でもない孔にそっとローションをまとった指を当てる。

「ぁ……ン」

　指を孔の口へ少しだけ押し込んだら、自然と声が零れた。甘えるような声は、かつての自分の知らないもの。

　過密スケジュールだったため、セックスどころか自慰すらしていなかった。だから、身体は少しばかり驚いたけれど。

「あぁっ」

　ふたりの熱い視線が絡みついて肌が勝手にほんのり色付く。酸素を求めて唇を開くとふたりを誘うような声が零れてしまう。舌で何度も唇を濡らして、指で、孔の口を柔らかくなるよう擦って、ヌメリを塗りこんでいく。

「ぁっ！　あぁぁっ！」

　本当に変態だ。好きな男ふたりを前に自慰を見せつけてるなんて。しかも、男のくせにいじっているのが、もの欲しそうにヒクつく孔だなんて。ペニスに全く触れない自慰なんて。でも彼らふたりの目には変態だと嫌悪する色は混じっていない。それどころか痴態を晒す俺を視姦して、何度も唾と一緒に興奮を飲み込んでいる。

「ぁ、ヒ……ンんっあぁっ」

　指の付け根までずぷっと捻じ込んで、そこから今度はゆっくりと粘膜を慣らしつつ抜けていく様を見せる。

「ああァ！」

　そして、また奥まで。

「見て、欲しい、んだ」

　声が自分でも驚くほど色っぽかった。

「ふたりに変えてもらえた俺を、見て、欲しいっ」

　丸裸になった俺を。外見だけじゃない。身体も心も変化したんだと見て欲しかった。何度も指で粘膜を押し広げて、もう、自分の指を二本飲み込んでも痛みも違和感もない。それどころか、これじゃ足りない、奥まで届かない。もっと太くて硬い、逞しい切先で、性感帯になった前立腺を抉って欲しい。あの長くて熱いもので奥の奥までいっぱいにして欲しい。ふたりの体液で粘膜をやらしく乱して欲しい。

「あ、あァンっ、ァ、あ、もぉ、ダメ、我慢できっ」

「すっげぇ、エロすぎ、万ちゃん」

　雅さんがネクタイを外し、ゆっくりとシャツを脱ぎ、筋肉がついた美しい裸を見せながら、俺の傍らに来てくれた。

「ああァっン！」

　きつく首筋に吸いつかれて、悲鳴のような甘い声を上げたけれど、すぐにそれは濃厚な口付けに塞がれてしまう。自由奔放に俺の口腔をまさぐる舌に眩暈がする。

「孔、自分の指でトロトロに解して、こっち」

「あァァ！」

　ペニスを握り込まれて、背中が反り返る。

「ビンビンに勃起させてるなんて、万ちゃんやらしすぎ。どう？　名器を自分でいじった感想は？　すごいでしょ、うねって、指にまとわりついて、このエロ粘膜にペニスしゃぶられると、もうすごいんだぜ？」

　耳朶を甘噛みされながら、今、俺自身が解している、名器らしい体内のことを詳しく説明されて、気が狂いそうに気持ちがいい。初めて知る自分の内側、ここをいつもふたりに可愛がられているのか、俺は。

「万理……」

　まだセックスまで至っていない、前戯とも呼べないほどなのに、自慰に近い行為なのに、ものすごい快楽で視界がぼやける。キスと首筋へのキスマークが落ちる刺激、それに、自分の指が粘膜へと捻じ込むセックスへの期待。たくさんの熱に飲み込まれて、気がついたら裸のタケちゃんが雅さんと共に俺を挟み込むようすぐそばに来てくれた。

「ねぇ、万理、知ってる？　君のやらしい粘膜、こうすると」

「ぁ、ヒっぁ、ぁ、ん」

　乳首をいきなり痛いくらいに抓られた。

「すごくきゅんとしゃぶりつくでしょ？　僕のペニスを食い千切ろうとするんだよ？　やらしくて、貪欲で、可愛いんだ」

　すでにコリコリになっていた突起は摘まれたせいで、もっと粒感を増して、とても男の乳首とは思えないほど硬くなる。そして、抓った甘い痛みで疼く性感帯を翻弄するように、指の腹で押し潰し、跳ね除けるほど硬くなったそれを、爪の先でカリカリと引っ掻き、そしてまた摘まれる。じっとしていられないほどの快感が胸から滲んで、片方だけじゃなく、もう片方も同じようにいじって欲しくてたまらない。

　もっとだ。もっとやらしい前戯が欲しいと、二本の指に孔の奥がざわめいた。自分の指にも関わらず、精液が欲しいみたいに蠢く体内に、興奮が更に高まっていく。ふたりの指と舌で、全身が性感帯へと変わった。性器じゃないはずのそこはもうすでにペニスじゃないと物足りないんだと駄々を捏ねるように締め付ける。俺の中にある理性を先走りと一緒に外へと吐き出して垂れ流してしまう。

「あぁぁ、ン」

「万理、ずっと、我慢してたんだ」

「俺ら、万ちゃんとこうしてやらしいセックスできるまで、ずっとお預けだったんだぜ？」

　え？　ふたりでしなかったのか？　驚いて、目を見開くと、発情して息の乱れた美しい雄の獣が二匹、こっちを見つめている。

「しないよ。僕らは三人で愛し合うんだろ？」

「万ちゃんいねぇんだから、セックスできねぇじゃん。あんな疲れきったとこ叩き起こして、襲うわけにはいかないだろ」

　それならふたりで、ふたりは元々恋人同士だったのだから。俺がそこへ後から割り込んできただけなのに。

「バカ、三人でじゃなきゃ、イけねぇよ」

「万理と雅と僕、そうじゃなくちゃ気持ち良くないだろう？」

「んん、ン、ん」

　キス、と呼べるのかどうか。代わる代わる舌が差し込まれて、どちらの舌も甘くて愛しくて、離れてしまうのが惜しくて追い掛ける。首筋を吸われ、耳朶をくすぐられ、耳の中へと舌先を捻じ込まれながら、口腔の中も性器のように愛撫された。

「三人で、だろ？」

「ね？　万理」

　キスで乱れた三人の呼吸はベッドの上で絡まり合う獣の息遣いのようだ。そして膝立ちになった彼らに挟まれ息を飲んだ。そそり立ったペニスの先端、鈴口からは透明な体液。苦くて甘くて、やらしい雫は媚薬だ。もう理性なんて欠片も残らない。

「ん、ん」

　ぴちゃ、と舌が音を立てた。自然と目の前にある二本のペニスに舌が誘われて、先端を舐めて啜りながら、自分の孔を解す指の動きが大胆になっていく。

「ん、んん、ンふっン」

　チラリと見上げれば、ふたりが俺を刺し貫くような視線で見つめていた。気持ち良さそうな顔に、腹の底が疼いて、じわじわと興奮が爪先まで染み込んでいく。

「万ちゃん、スケベ」

　そうさせたのはふたりだろう？　ペニスにしゃぶりついているせいで話すことは叶わないから、代わりに舌で丁寧に竿の根元まで舐めて答える。

「ン、雅、欲しいっ」

「あぁ」

　たまらなくなったタケちゃんが同じように膝立ちになっている雅さんの唇を求めて、首を傾げた。興奮で声が掠れた雅さんがタケちゃんの舌にしゃぶりつき、濃厚で深い口付けが目の前で披露される。そして、舌で舐めていた先走りが濃く、量を増したのを舌の上で感じた。じゅぽじゅぽと音を立ててしゃぶりながら、孔を解す自分の指を貪欲に締め付けている。

「ぁ、んふ、ぁ、お願い、俺にも、もぉ、欲しい」

「いいぜ、孔、もうトロトロだろ？」

「万理、欲しくなっちゃったんだ？」

　コクコクと頷いて、そして、脚を更に大胆に広げた。

「ほら、も、平気だから、お願いだ、欲しいんだ。奥までここに」

　孔の口はもうすでに性器になっていると、ふたりに見せ付ける。指を美味そうに飲み込むそこはふたりのペニス欲しさに何度も何度も唾を飲むようにヒクついている。指を抜けば更にそこは性器そのものになって、赤い粘膜をパクつく口からチラチラ見せて、誘っているはず。

「お願い、だ」

　ふたりのペニスは俺の唾液と先走りでテラテラと光っている。今にも射精してしまいそうなほど、ビクついていて、その鈴口も、張り詰めた質感も今の俺には最上級のごちそうに思えた。

「雅、僕、も、無理だから」

「あぁ、いいぜ」

「ン」

　タケちゃんが雅さんに甘えるようにキスをして、その味を分かち合うように、キスの口移しを俺へ。そして、手を引かれ、ベッドに横たわる彼の上へと跨るよう指示される。

「万理、自分で挿れる？」

　跨った瞬間、ジクジクと腹の底が興奮で疼いた。頷くのと、孔の口で切先にキスするのはほぼ同時。

「あ、ぁ……あぁぁぁぁっ！」

　そして、そのまま自分の体重を使って、身体を沈ませた。ズプリと音がするほど深く奥まで彼のペニスが突き刺さる。その衝撃に、はしたない俺のペニスはビュクッと射精して、タケちゃんの綺麗な腹の上を卑猥に汚した。

「っつ」

　瞬間強まった粘膜の甘い痙攣にタケちゃんのペニスが奥へと精子を吐き出す。

「ぁ、タケちゃんの、熱いのが、お腹にっ」

「万理の中が気持ち良すぎて、イっちゃったよ」

「ぁ、あ、ダメ、今、そんなされたら」

「中ヌルヌルだ。ぬめって、柔らかくて、そのくせ、こんなに締め付けて。万理、自分の指じゃ足りなかった？」

　射精しながら、尚も激しく粘膜で扱こうとするペニスの貪欲さが気持ち良い。身体が震える。タケちゃんの表情が呼吸を忘れてしまいそうなほどいやらしい。俺は頷いているのか、それとも下から突き上げられる衝撃にそうなってしまうのか。自分の指じゃ足りなかったと頷いているように揺れながら、甘くてやらしい声を何度も自然に上げてしまう。ズブズブに溶けて、ペニスが白濁を粘膜へと擦りつける。

「タケ、ちゃ、気持ち、イイっ」

「僕もだ」

「俺も、一緒に良くさせて」

「あヒっんん」

　背後から伸びた腕に抱き締められて、きゅんと乳首をつままれた。ツンと尖った粒は刺激にしっかり反応してタケちゃんのペニスを強く締め付ける。けれど、その次に与えられた快楽にヌラヌラと粘膜がざわついた。

「トコロテン射精しちゃうくらい、挿れた瞬間、精子出すくらい気持ちイイ中に俺も混ぜてよ」

「あぁ……ン」

　コリッコリにしこった乳首にトコロテン射精で放った俺の白濁がゆっくりねっとり塗りつけられる。強く激しい快楽じゃない。甘くてトロトロに溶かされる、卑猥な快感。

「ぁ、あ、もっと、欲しい」

　無意識で望みが言葉になっていた。

「あ……欲しい、んだ」

　今度は意識して言葉にした。

　タケちゃんの上に跨り、ペニスを根元まで咥え込んだ孔を自分の両手で広げる。俺を支えるものは何もなくなるから、タケちゃんの上に寝そべる。ぬちゅりと肌の隙間で白濁がとてもやらしい音を立てた。

「来て、ふたりに愛されたい」

「万、ちゃん」

　振り返るとしっかりとカリ首がくびれ、亀頭に先走りを滲ませたペニスが待ち構えている。愛しい、大事な人のやらしく熱い性器に息を飲み、尻たぶを自らの手で広げた孔の口の隙間から、トロリとタケちゃんの白濁を垂らす。雅さんの興奮を更に煽るように名器と褒めてもらえた粘膜へと彼を誘う。

「ここ、に、欲しい」

「辛かったら、すぐ言えよ」

　ベッドが軋んだ。そして――

「あ、ぁ……あっ！　あぁぁっ」

　背後に雅さんの気配を感じてすぐ、両手で広げた孔の口に、白濁のヌメリに誘われたもう一本の熱の塊が侵入する。

「あぁぁぁぁ！」

「っつ」

　ものすごい質量に星が目の奥で瞬く。裂けてしまいそうな身体への衝撃。ふたりのペニスを咥え込んだそこはたしかに限界まで押し広げられているのに。

「ぁ、ウソ、あ、あぁン、ぁ」

　衝撃は痛みではなく、甘美なものだった。

「は、ぁ、すげ、中でタケのと擦れて」

「雅のカリ首、に、あぁっ！　ン、そこ、ダメ、だ。万理、の、気持ち良すぎる」

「あぁぁン、すご、い、これ、気持ち良くて、狂いそうだっ、タケ、ひゃ、ァ、雅さんっ」

　甘くて、甘くて、最高の快楽。俺達でしか味わえない。世界一甘い交わり。

「ひゃ、ぁ、ん、中、すごいっ全部、イイ、も、イくっ」

「万理、万理」

「すげ、名器だ」

　二本のペニスを粘膜でしゃぶり尽くし、体内でぶつかり合い、擦れ合う熱棒を余すことなく愛撫する。じゅぷじゅぷとすでに体内に放たれた白濁が中でペニスに掻き混ぜられ、泡立ち、結合部分を白く汚す。

「あぁぁっん」

　悦に浸った悲鳴を上げながら、ビンビンに育っていた俺の乳首でタケちゃんの乳首を嬲る。コリコリした感じがたまらなくて、肌を噛まれただけなのに、俺は射精してしまう。

「何？　万ちゃん、軽くイった？　中でそんなにしゃぶりついて」

「あぁぁ、ン、ダメ、も、ダメっ」

　精液なのか先走りになのかもわからない。俺のペニスはピュッ、ピュッと甘い汁を飛ばし、滴り落ちた雫が行き来する二本のペニスの動きを更にスムーズにしてしまう。

「万理」

「万ちゃん」

　大好きだ。世界一気持ちイイセックスをしよう。そう甘く囁かれた。

　言葉なんてもう消えてしまう。好きで、大好きで、愛しいふたりを全身で感じて、全身で愛撫して、抱き締める。

「あぁぁっ、ン、そ、んなぁ、激しくしたらっ」

「一緒にまたイこ？　万理の中で」

「三人でイこうぜ。すげぇ、絶対に最高に気持ちイイから」

　ガクガクと突き上げられ、ふたりのペニスの質量が更に増し、もっと熱くなり、俺の中をドロドロに溶かしていく。太くて硬くて、美しくて卑猥な彼らに全身を愛される。

「ああァっ、も、らめ、イく、イくっ、奥も全部、気持ちイイっ」

　タケちゃんの手が俺のぐしょぐしょに濡れそぼったペニスを扱き、もげてしまいそうなほどに勃起してしまった乳首を雅さんの指が摘む。

「あァァァァっ……イっくぅぅっ、イくっ」

　ガツガツと突き上げられ、そして浮き上がった分、深くまで沈み込んで二本の雄にもっと抉られ、突き上げ貫かれる。

「あっ、ああぁぁぁぁ！」

　どぷりと腹がいっぱいになるほど、ふたりの精液が中で弾けた瞬間、ずっとイっているのかと思うほど、尿道から駆け上がった白くて卑猥な精子がビュクッと飛び散って、青と白の爽やかな眼鏡のレンズを卑猥に濡らした。トロリといやらしい白い線を作り、レンズから腹へと垂れ落ちた。

「万理……可愛い、雅も、愛してる」

「二輪挿しで悦がる万ちゃんも、その万ちゃんの中をガツガツに抉って気持ち良さそうにするエロいタケも最高。すげぇ好き」

　まだふたりは俺の中でドクドクと残りを吐き出している。俺はその余韻にさえブルッと震えてしまう。

「ふたりとも大好きだ。とても、好き、だからっ……ン、ふたりにこんなふうに愛されて、とても幸せだ」

　きゅうきゅうと締め付けながら、白濁泡に濡れている粘膜で体内にいるふたりを愛撫し、交互に、唇へキスをひとつ落とした。

「こ、こんな、つまらない、真面目なだけの俺でも、ずっと、こうして、可愛がってくれるか？」

「ねぇ、万理」

「ちょっと、万ちゃん」

「あぁぁン」

　名器なだけじゃなくて、小悪魔かよ、魔性すぎるよ、とふたりに文句を言われ、どうしようかと困っていたら、ぎゅっときつく抱き締められて、四本分の腕の締め付けと、二本のまだ硬いペニスに、甘く蕩けた声をあげてしまった。







『見てみたくないか？』

　そんな、少し乱暴にも思える言葉と一緒に、ピンボケしたポスター。そこにはスーツを着た男性が三人、ぎゅっと絡まり合うように抱き合っていた。その三人の首元から、胸の辺りまでが眼鏡のフレームの中からクリアに見えたようになっていて、フレーム外、つまりは裸眼で見えるだろう視界部分だけがぼやけている。だから、顔もわからない。けれど、中央に佇む、新緑の色をしたネクタイをした人物は俺。右側にいる男性はシャツが肌蹴て、胸元が大胆に露出していた。ネクタイもダラリと首にひっかけれられているだけ。見るからにいかがわしいことをしていそうなその人は、雅さん。反対側にいるのはもちろんタケちゃんだ。スーツはひとつも乱れていないが、中央の俺へ寄りかかり、そっと耳元で何かを囁いていそうなほど距離が近い。

　実際、この時、囁かれたんだ。

――万理のそのネクタイで目元を隠すととても肌の色が綺麗に見えたよ。

　なんて、目隠ししたままセックスをした時のことを囁くから、もう俺は火が吹き出そうなほど真っ赤になったんだ。もちろんそこはピンボケのおかげで見えなくなっているが。

　眼鏡をかけて、この男性三人がいかがわしく絡まり合う姿を見てみたくないか？　そんな、少し過激な妄想を駆り立てる宣伝が話題となって、店は一気に大混雑。眼鏡の割引キャンペーン期間は終了したにも関わらず、週末ともなると大忙しだ。そして、カメラでポスターを激写する女性客。この過激ポスターは店内にしか張り出されていない。広告塔はあくまでリズ。全国的にはリズが眼鏡をかけて可愛らしく微笑む姿が宣伝に使われている。俺達がモデルとして使われたポスターは店内専用。来店した方のみが見ることのできるポスターとなっていた。そして眼鏡を購入したお客様にはそのポスターを縮小したものがプレゼントされる。この少しいかがわしい宣伝で店は連日大反響となった。

　セクシャルな雰囲気、男性同士の絡み、これが女子の間で話題沸騰となった。それだけなら男性客が遠のきそうだが。リズの愛らしい笑顔がそれを阻止する。そんなリズは更に人気急上昇で、今やもう雲の上の人だ。忙しいだろうな。彼女をテレビで見かけない日はない。ちょっと前までの清純派路線から少し反れて、ほんの少し素の彼女がかいま見える。漫画が好きで、部屋にはびっしり小説、漫画が所狭しと敷き詰められている。この前のトーク番組で自室を大公開していた。後日、あの日のことを謝罪する手紙が届いた。真面目でガンバリ屋の彼女らしい、綺麗で読みやすい字だった。

『ごめんなさい。あの時、三人のことを否定するような言い方をして。三人の恋を応援しています。漫画と小説の読みすぎて、度が進んだら、絶対に貴方のいるお店で眼鏡を新調します。本当にありがとう。お世話になりました』

　文面から、彼女の本物の爽やかな笑顔が思い浮かんだ。

　もうリズの細くて白い脚には痣なんてないのだろうな。眼鏡をかけて、ほぼ化粧をしていない彼女がテレビ画面の向こうで楽しげに話していた。大嫌いだった過去の自分を含めて、今の自分だと晒せる彼女を支持する人は男女問わず多い。次、いつか会えたら、きっと彼女は文句も悪態もなく、本当に楽しそうに笑ってくれるだろう。

　何がどう転ぶかわからないものだとつくづく思う。

「たしかに見たくなるよなぁ、このぼやけた部分」

　淫らな姿を、規模は小さいけれど、勤め先である眼鏡屋、各店舗で晒していた雅さんが自分の艶姿を写したポスターを見上げてそう呟く。

「僕と万里、キスしてるようにも見えるよね、これ」

　俺もキスされるかと思って、ドキドキしたんだ。こんな人前で？　なんて、少し期待をしたけしからん俺をもてあそんでいた張本人、タケちゃんが他人事のように話してる。

「こ、こんなポスター、大丈夫なんだろうか」

　ホストクラブじゃあるまいしと考えてしまうけれど。

「いいんじゃね？　世界中で、ひとつくらい、そんな店があっても」

「そうだよ。世界でひとつだけ」

「……そうかもしれないな」

　だって、いかがわしい、ありえない、信じられないかもしれないが、俺はたしかにふたりを真剣に大事に想っている。ふたりを同じように好きで、愛しいと思っている。三人でする、真剣な、本気の恋が、ここに、世界にひとつだとしても、たしかに存在しているのだから。

「そんな店がひとつくらいあってもいいかもしれないな」

　クソ真面目で平凡でつまらない男が辿り着いた最高の恋はどれよりも不謹慎で、特別で、楽しくて刺激的な恋だった。

「ちょっとぉ！　三人とも、何、サボってんの！」

　店長が俺達の尻を叩き、来店したばかりの女性客のところへと押し出す。ポスターを見て頬を染めた彼女達へふわりと微笑んだ。

「はいっ」

　世界が明るくクリアに見えるだろう眼鏡を一緒に選ぼう。俺の人生が眼鏡と恋で一変したように、世界はちょっと勇気を出せば、明るくキラキラと輝くのだから。

「いらっしゃいませ、どんな眼鏡をお探しですか？」

　彼女が選んだ眼鏡のフレーム、それで覗き込んだ世界はもっと楽しくワクワクしたものになる。
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